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研究要旨：胎児期から生後早期の環境が生涯を通じた健康に強く影響を及ぼすことから、

「人生最初の 1000日」の栄養状態の改善が重要である。一方で、妊娠してから女性の栄養

や生活スタイルに介入しても、妊娠転帰に対する効果は限られていることから、受胎前のヘ

ルスケア、すなわち「プレコンセプションケア」が重要となる。開発した妊娠前から出産後

の女性に対する栄養・健康に関する知識の普及と行動変容のためのプログラムを用いて実

証を行い、妊娠前と妊娠経験のある 20 代 30 代女性の健康に関わるライフスタイルと健康

行動の実態を踏まえ、さらにやせや肥満という体格特性も考慮し、有効な行動変容理論をと

りいれ、わが国に適した「栄養・健康に関する知識の普及とそれに伴う効果的な行動変容の

ためのプログラム」を作成し、妊娠前から出産後の女性に対する栄養・健康に関する知識の

普及と行動変容のための持続可能、発展可能なプラットホームの骨組みを開発した。 

まず、現状調査として若い女性や妊産婦の身体状況や栄養状態、生活スタイル等の現状、

およびそれらの妊娠転帰への影響、妊娠前からの栄養を含めた生活因子や身体所見、環境曝

露などと妊娠成立や妊娠転帰との関連性を文献レビュー、既存のデータ解析、新たに focus 

group interviewingやウェブ調査などによって明らかにした【現状調査】。また、先進例で

ある米国とのプレコンセプションケア日米合同カンファレンスを開催し連携体制を確立し、

情報交換を行い日本も利点と問題点を明らかにした【海外連携】。上記をもとに栄養・健康

に関する知識の普及のみならず効果的な行動変容を起こしうる介入法を開発し、妊娠前、妊
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娠中、産後における女性に対する栄養・健康に関する知識の普及と行動変容のためのプログ

ラムを開発し、それらのツールの実証を行った【知識の普及と行動変容のためのプログラ

ム・ツール作成およびその実証】。さらに、わが国には未だない妊娠前コホート調査の手法

を確立し、そのベースラインデータを用いて現状の問題点を明らかにした【妊娠前コホート

調査手法の確立】。 

 

【現状調査】 

①  日本人と東アジア人を対象に、妊娠前の母親の体格および体重増加、妊娠前から妊娠

中の栄養摂取状況に関する観察研究および介入研究における文献レビューを行った。や

せのチベット人女性は米国医学研究所（IOM）指針で推奨されている以上の妊娠中の体

重増加が必要な可能性を示唆した論文が追加され、「子どもの健康と環境に関する全国

調査（エコチル調査）」の公開論文から妊娠前および妊娠中の栄養摂取状況と出生児の

予後の関連性がみられた。妊娠前からのバランスの良い食生活の実践と妊娠中の望まし

い体重増加のための行動変容に繋がる啓発および栄養教育が必要である。（R2 研究分担

者：瀧本） 

② 既存の「妊娠・出産に当たっての適切な栄養・食生活に関する調査」（日本総合研究所）

データ（計 5000 人の女性へのインターネットによるアンケート調査）を利用して、非

妊娠時の BMI値に沿った妊娠可能年齢女性や妊産婦に向けた栄養・食生活に関する正し

い情報提供のあり方を検討した。自身の栄養・食生活に興味をもって情報収集している

女性の割合は、ふつう体格の女性よりもやせや肥満女性でむしろ高いが、肥満女性では

関心や実践度が低く意識改善から取り組む必要性がある。やせ女性では、推奨される食

行動についての関心や意欲は相対的に低くはなく、具体的な実践方法について情報提供

を行うことで行動変容を促す可能性が示唆された。（R2研究分担者：杉山） 

③ 平成 22 年乳幼児身体発育調査データならびに平成 13年以降の国民健康・栄養調査デー

タを用いて分析した。乳幼児身体発育調査結果の 6,584名の乳幼児の身体発育状況につ

いて WHO発育曲線を用いて判定を行ったところ、低身長(Height for age Z score <-2)

は 7.1%と比較的高い割合であり、多変量重回帰分析結果から、在胎週数別体重、母の妊

娠中体重増量、母の非就労は HAZの平均値への正の影響が認められた。平成 15～令和元

年の国民健康・栄養調査に参加し、食物摂取状況調査に協力した 642名についての分析

から、平成 18年をピークに、エネルギー・たんぱく質・脂質の摂取量は平成 22年まで

減少したのち、徐々に増加していた一方で、カルシウム・鉄・葉酸の摂取量は平成 18年

から 22年にかけて減少後、ほぼ変化は見られず一定であった。（R3 分担研究者：瀧本）  

④ 妊娠中の体重増加量が出生後の児の体格と関連するかどうか、成育医療研究センターに

おける単施設出生コホート研究データベースを用いて、横断研究を行った。説明因子は

妊娠中の体重増加量、アウトカムは 3歳時点での子供の体格とし、両者の相関について

検討した。935 名が解析対象となり、解析を行った結果、妊娠中の体重増加が不良であ
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っても、3 歳時点での子供の痩せのリスクは有意な上昇を示さず(aOR: 1.16, 955CI: 

0.65-2.05)。妊娠中に体重増加過多であった場合でも子供の肥満リスクは有意に上昇し

なかった（OR: 1.31, 95% CI: 0.69-2.46）。妊娠中の体重増加量は、少なくとも児が 3

歳時点において、児の体格に有意に影響するという結果は示されなかった。（R3 分担研

究者 小川） 

⑤ 妊娠中の体重増加量が妊娠転帰だけではなく、本人の将来の健康と関連するかどうか、

単施設出生コホートを用いて検討した。成育医療研究センターに通院中の妊婦の母親を

対象とした単施設コホート研究を行い、318 名を解析対象者とした。説明因子は妊娠中

の体重増加量、アウトカムは現時点での妊婦の母親の糖尿病、高血圧、肥満として両者

の相関について検討した。結果、妊娠中の体重増加が増加するにしたがって女性自身の

将来の糖尿病、高血圧、肥満のリスクが上昇することが明らかとなった。現在の BMIと

は独立して妊娠中体重増加量と糖尿病との関連は有意なままであった。(研究分担者 

小川) 

⑥ 大学生におけるプレコンセプション・ヘルスリテラシー、QOL の実態を明らかにするた

めに、全国の非医療系学部の大学生 300 名を対象に、Web アンケートによる横断研究を

実施した。健康関連 QOLは下位尺度のうち「全体的健康感」、サマリースコアのうち「精

神的健康度」は国民標準値より低い結果であり、「精神的健康度」は男性より女性で低

い結果であった。プレコンセプション・ヘルスリテラシー知識尺度のうち、神経管閉鎖

障害のリスク低減に有効な葉酸摂取量の知識が低く、行動尺度は「予防接種」、「安全な

生活環境」、「適正体重」、「ストレスコーピング」、「適切な食事」、「受診行動」の順に低

い結果であった。理想体重（BMI;in kg/m²）は、女性が 18.61±1.6、BMIがやせ、普通

と判定された男女のうち、約 8割にやせ願望があった。大学生男女における妊娠前の葉

酸摂取、健康的な体重、食行動に関するリテラシーの低さが示され、プレコンセプショ

ンヘルスにおけるメンタルヘルスの重要性も示唆された。(R4研究分担者 大田) 

⑦ 我が国の若年女性の社会経済的状況（Socioeconomic Status; 以下 SES）と、子どもの

希望、プレコンセプションケアに関する知識や行動との関連を明らかにすることを目的

として、横断的アンケート調査を実施した。SES が低い層は、高い層に比べて、プレコ

ンセプションケアの正しい知識を有しておらず、適切な行動をとっていないことが明ら

かになった。更に正しい知識を有していたとしても、適切な行動を取れておらず、低 SES

層において、将来的に子どもをほしいと考える者の割合が有意に低かった。対象者の社

会経済的要因を考慮した情報提供を検討するとともに、単なる知識提供にとどまらず、

社会経済的な環境を改善していくといった包括的なアプローチを検討することが望ま

れる。（R4研究分担者 秋山） 

 

【海外連携】 

海外の妊娠前から妊娠、産後の栄養・健康に関する知識の普及とそれに伴う効果的な行動
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変容実施の現状を調査し、先進例である米国プレコンセプションケアイニシアティブの Dr 

Verbiestを招聘しプレコンセプションケア日米合同カンファレンスを開催した（2020年

12月 12日）。「女性と将来の子どもの健康のためにやるべきこと」の議論では、 「プレ

コンセプションケア」という言葉の認知を上げるより、妊娠前の健康状態が妊娠中・産後

の母児の健康に大きな影響を与えることを理解させること、実際にハイリスクである地域

にいって調査・研究を行ってその地域やグループの人々の考え方の違いや問題点を浮き彫

りにすることが大切であること、キャンペーンを成功させるためには「指示・命令」では

なく、ポジティブな言葉で SNS等を利用し視覚に訴えるなどの工夫が必要であるなど、多

くのリアルワールドでの需要な点が明らかになった。さらに、①正しい情報に基づいたフ

ァミリープランニング、ライフデザインをサポートする。➁プレコンセプションケア世代

のヘルスケアを充実させる。③健康で満たされたつながりの文化を生み出す、の３つのス

トラテジーを参加者で共有した。（R2研究分担者：荒田） 

 

【知識の普及と行動変容のためのプログラム・ツール作成およびその実証】 

（A）プレコンセプション期のプログラムの開発 

① 女性の行動変容を起こさせるウェブサイト等の新手法の開発に関して、健康教育におけ

る行動変容の理論・モデルを用いた介入の効果についてスコーピングレビューを行い、

14件の採択文献から、計 7種類の行動変容理論・モデルが同定され、それらを使用した

介入/プログラムの効果の範囲として、1) 生活習慣の改善、疾患や予防行動の知識の向

上、2) 予防行動への意識・モチベーションの向上、3) 自己効力感の向上、4) 身体的・

生化学的な改善の 5領域に分類することができ、継続的な介入プログラムの重要性が示

唆された。さらに、18歳から 44 歳までの一般女性のウェブ調査から自己効力感が強い

ほどヘルスリテラシーの行動・態度得点が高く、望ましい行動変容のためには自己効力

感を高めることが重要と考えられた。さらに、妊娠前女性における健康行動の変容に関

するスコーピングレビューでは、海外 40 件のランダム化比較試験と 5 件の研究を検討

し、国外では栄養・食事に関するもの、妊孕性・健康情報の知識（性感染症を含む）、避

妊方法、身体活動、葉酸の補給など 11領域、国内における研究では 4領域の介入/プロ

グラムの効果の範囲と調査研究の評価指標の範囲が分類され、本邦におけるプレコンセ

プションケアの研究動向と今後の課題が明らかにされた。20 代、30 代妊娠前女性のフ

ォーカスグループインタビューによって、20 代の女性はインターネットやＳＮＳを活

用して健康に関する情報を得ており、30 代の女性は妊娠やその後の女性としての健康

を考えるといった特徴がみられ、それぞれの特性にあった介入策を検討する必要がある。

（R2研究分担者：大田） 

② 情報-動機づけ-行動スキル（IMB）モデルを用いて，将来のリプロダクティブヘルスに

関連する健康リスクの回避のための情報，動機，行動スキルに焦点をあて，健康リスク

や保健医療利用に関する情報を理解しやすく，若年層でも受け入れやすいプレコンセプ
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ション期の介入ツールの開発を行った。「プレコンセプションケアとは」，「男女の違い」，

「避妊」，「栄養」，「栄養－炭水化物」，「栄養－たんぱく質」，「栄養－鉄」，「葉酸」，「喫

煙/飲酒」, 「適正体重」の 10項目を選定した。（R3分担研究者： 大田、秋山） 

③ プレコンセプションケアの社会実装の検証とその効果の評価を目的として、妊娠前の女

性を対象とした行動変容理論に基づくプレコンセプションヘルスの知識と行動に関す

る支援プログラムの検証に関する介入研究を実施した。研究対象者は会社員（N=16）、大

学院生・大学生（N=33）の計 49 名とし、対照群（N=111）は同年代の調査会社のモニタ

ーを利用した。プレコンセプション・ヘルスリテラシー知識・スキル・態度項目、プレ

コンテスト、セルフエフィカシー、DBIスコアとし、介入前、介入直後、介入 1 か月の

3 時点における経時的変化を評価した。食生活改善のセルフエフィカシーは、介入直後

で有意に減少したが（介入前: 14.39 ± 2.5, 介入直後：13.67 ± 2.0, p=0.034）、介

入 1か月後には差は消失した。食生活改善の意思決定バランス（介入前：5.06 ± 7.7, 

介入直後：7.27 ± 8.0, p=0.039）、プレコンテストの得点（介入前：67.53 ± 9.2, 介

入直後：72.33 ± 10.8, p<0.001）は、介入群において介入前に比較して直後で有意に

上昇が認められた。プレコンセプション・ヘルスリテラシースキル・態度は、介入前に

比較して介入 1か月後で有意に改善が認められた（介入前：35.37 ± 6.2, 介入１か月

後：51.47 ± 6.5, p<0.001）。介入群においてプレコンセプションヘルスに関する知識、

態度が向上し、生活習慣の改善に有意差が認められ、イノベーター理論を応用した介入

プログラムの効果および実行可能性が示唆された。（R4研究分担者 大田・秋山） 

④ 文献、ウェブサイトを中心に海外のプレコンセプションケアのガイドラインやウェブサ

イト、書籍から情報収集⾏い、必要に応じて関係者等に直接ヒアリングを行い各国にお

けるプレコンセプションケアに関するガイドラインや情報ウェブサイトの実態、施策に

ついてまとめた。2006年に米国疾病管理予防センター（Centers for Disease Control 

and Prevention: CDC）、2012年に世界保健機構（World Health Organization: WHO）、

2020 年の世界産婦人科連合（ International Federation of Gynecology and 

Obstetrics: FIGO）のプレコンセプションケアに関する推奨、2019年 10月に国立成育

医療研究センタープレコンセプションケアセンターと令和元年度厚生労働科学研究費

補助金（女性の健康の包括的支援政策研究事業）「保健・医療・教育機関・産業等におけ

る女性の健康支援の研究」研究班（研究代表者：荒田尚子）の共催で開催された“若い

男女の健康・次世代の健康を考える”、をテーマに「プレコンセプションケアを考える

会」での「日本のプレコンセプションケア」についての討討議結果などを参考に、わが

国で必要と考えられるプレコンセプションケアの知識に関するコンテンツおよびリー

フレットを研究班メンバーの議論および専門家のヒアリングを行いながら開発した。行

動変容を起こすために５つのプレコンセプションケアのアクション（ Action１．いま

の自分を知ろう、Action2.生活を整えよう、Action 3. 検査やワクチンを受けよう、
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Action 4.かかりつけ医を持とう、Action 5. 人生をデザインしてみよう ）に分類し、

それぞれのセクションで、プレコンセプションケアに必要な１９の知識についてわかり

やすく解説をした。（研究分担者：荒田） 

⑤ 令和２年度に作成したプレコンセプションケアの知識に関するリーフレットである「プ

レコンノート」を基に、プレコンセプションケアチェックツールの開発を行った。国外

のプレコンセプションケアの最新のガイドラインを参照し、わが国での性と生殖に関す

る知識や教育の不足分を補填しつつ、わが国の状況にあったリーフレットやウェブコン

テンツを作成した。（研究分担者：荒田） 

⑥ 開発されたプレコンセプションケアのプログラムを、自治体主催の女性を対象とした健

康診査に取り入れ、自治体におけるプレコンセプションケアの社会実装のための検証を

行った。研究対象は、2022年 10 月～2023年 1月の期間に神奈川県大和市で行われてい

る『女性のための健康診査』を受診した 20～39 歳の女性、かつ分娩の既往がない者を

とした。研究対象者は、健診終了後にプレコンセプションケア・カウンセリングを受け

た。カウンセリング時には、医師、助産師、管理栄養士による健康リスクのスクリーニ

ングと、個人の健康状態・生活習慣に合わせた生活改善のポイントについてのカウンセ

リングを実施した。プレコンセプションケアのためのヘルスリテラシー尺度において、

知識尺度の合計得点の平均は、介入前が 11.3±1.3、介入直後が 12.0±1.2、介入 1 か

月後が 12.5±0.6 と有意に上昇し、行動・スキルの尺度の合計得点の平均に関しても、

介入前が 44.0±6.0、介入直後が 46.9±6.5、介入 1 か月後が 48.1±6.0 と有意に上昇

した。本研究により、プレコンセプションケアの自治体における社会実装への示唆を得

ることができた。（R4 研究分担者 荒田） 

（B）妊娠中のプログラムの開発 

① 現代女性が最も利用する情報収集ツールはスマートフォンであることから、スマートフ

ォンアプリを利用し妊産婦に対して妊娠中の栄養や生活習慣に関する知識の普及やアド

バイスを行い、行動変容を促すツールとしての効果、妥当性について検討を行うための

基礎データを収集した。BMI＜18.5 kg/m2 が 18%、18.5-22.9 kg/m2 が 61％、23-24.9 

kg/m2が 11%、25 kg/m2以上が 9.9％と日本人若年女性を反映した集団と思われた。（R3

研究分担者：杉山・瀧本・秋山） 

② スマートフォンアプリを用いて妊産婦の身体状況や生活習慣、食習慣等の現状、および

それらの母児双方の妊娠転帰への影響を調査し、妊産婦に対して望ましい栄養・生活習

慣に関する知識の普及を行うことで効果的な行動変容がもたらされるかを検討した。ス

マートフォンアプリを用いた妊産婦への妊娠中の栄養・生活習慣に関する情報提供は、

一方向性の情報提供であり、行動変容をもたらすことには限界があったが、情報発信の

場としてスマートフォンアプリの有用性は十分に認識される結果であった。妊産婦の体

型によっても介入のポイントが異なるため、今後スマートフォンアプリを用いた、オー

ダーメイドのより実効性の高い介入方法の開発、検討が求められる。(R4研究分担者 杉
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山・瀧本・秋山) 

（C）産後（インターコンセプション期）のプログラムの開発 

① 妊娠・出産時に何らかの異常がありインターコンセプションケア（ICC）を要した者にお

ける計画外妊娠を防止するための ICCの認識について、また、特に糖尿病及び高血圧に

関する妊娠・周産期異常を経験した女性について、産後に医療従事者から受けた ICCの

認識と健康行動及びそれらの属性による特徴を調べた。妊娠・出産時に何らかの異常が

あり ICCを要した者を対象として計画外妊娠を防止するための ICCの認識は低く、糖尿

病及び高血圧に関する妊娠・周産期異常を経験した者において、１か月、4 か月での乳

幼児健診時では疾患に呼応する ICCのうち「食事のバランス」は約 3割から 2割へ、「定

期的な血圧測定」を認識していた者は約 3割から１割へと少なく産後経過とともにさら

に低下した。「糖負荷試験のための受診」は 1 割程度と低かった。バランスのよい食生

活の一部を表す指標としても考えられる間食の頻度では、毎日 1回以上摂取している者

が約半数をしめ、間食摂取頻度は、妊娠前に比べて増えた者が約 4 割と多かった。（R3

研究分担者 三瓶 荒田） 

② インターコンセプションケアおよび産後の栄養・健康に関する知識の普及のためのプロ

グラムに用いるリーフレットを開発した。国外のインターコンセプションケアの最新の

ガイドライン等を参照し、わが国での性と生殖に関する知識や教育の不足分を補填しつ

つ、専門家のヒアリングを行いながらわが国の状況にあったリーフレットを作成した。

（R3研究分担者 荒田 三瓶 秋山） 

③ インターコンセプションケア（ICC）プログラム開発のため、妊娠期及び周産期に合併症

があった女性に対する、生活習慣や受診行動の改善を目指したプログラムの実行可能性

の評価を目的とし、パイロットスタディを実施した。本研究の結果から、すべての項目

において有意差はみられなかったものの、わずかに介入群において、医療従事者との相

談の機会や、相談内容の項目数が増加した。また、バランス食を毎日 3食摂る事につい

てもわずかに効果が示唆された。本研究は、パイロット試験として、臨床における妊娠

合併症のあった女性に対するＩＣＣの実行可能性が示され、医療従事者との相談の機会

のバリアを下げ、相談内容を増加させることに効果があることや、食習慣改善への効果

が期待できることが示唆された。（R4研究分担者 三瓶・荒田） 

【妊娠前コホート調査手法の確立】 

① 本邦女性のプレコンセプション期の生活習慣と Time-to-Pregnancy（避妊をやめてから

妊娠までの月経周期数）との関連を明らかにするため、妊娠前女性の前向きコホート調

査を開始した。地方都市コホートでは、今年度 96 名が参加し、インターネットコホー

トには 3,796名が参加した。地方都市コホート参加者のベースライン調査ではやせの頻

度が 17%と高く、推定エネルギー摂取量と食事性葉酸の推定摂取量が少ないなど、国民

健康・栄養調査と共通する結果が得られた。インターネットコホートの参加者は高学歴・

高収入の者が多く、喫煙率も5.8％と低かったが、パートナーの喫煙率は31％であった。
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（R2研究分担者：前田） 

② 上記コホート研究において、採血データ・健診データとアンケート結果を突合して実施

する地方都市コホートには令和 3年度までに 318名が参加し、ベースライン調査ではや

せの頻度が高く、推定エネルギー摂取量と食事性葉酸の推定摂取量が少ないなど、国民

健康・栄養調査や先行研究と共通する結果が得られた。登録時点では 58%が 1年以内の

妊活を検討しつつも 7割が避妊中であり、1年後まで追跡済の 90名中 19名が登録後に

妊娠（出産、流産、妊娠中）した。インターネットコホートには「2021年中に妊娠した

い」と回答した 25－39 歳の既婚女性 3,796 名が 2021 年 2 月 26 日～3 月 1 日の初回調

査に参加し、2021年 9月 7日～10月 1日の 6か月後追跡調査には 2118名（56％）が参

加した。追跡できた 2118名中、避妊を続けたものを除く1588名について、487名（30.7%）

が調査後に妊娠（流産・出産含む）していた。Time-to-pregnancy をアウトカムとする

Fecundability odds ratios (FORs)を算出すると、社会経済的要因等を調整後の

adjusted FOR は年齢 0.95 (95% confidence interval [CI]: 0.91-0.98)、妊娠歴あり

1.46 (95% CI: 1.14-1.88)、葉酸サプリメント内服あり 1.35 (95% CI: 1.07-1.72)、性

交渉頻度（数か月に 1回を referenceとして）月数回 2.24 (95% CI:1.59-3.15)、週数

回 3.65 (95% CI: 2.45-5.43)、排卵日を意識した夫婦関係 1.72 (95% CI: 1.34-2.20)

と有意な関連が認められた。（R3分担研究者 前田） 

③ 上記コホート研究のベースライン調査を実施した。5 事業所の一般定期健康診断で募集

したプレコンセプション期女性 338名のベースライン調査の結果、参加者の食事性葉酸

摂取状況は十分でなく、推定摂取量（中央値、四分位範囲）は妊活群においてさえ 221

（157-284）μg/day と少なかったうえに、葉酸サプリメントやマルチビタミンを内服し

ているものは全体の 1 割、妊活群においても 16 名（20.5％）と低率であった。血清葉

酸の値もプレコンセプション期に望ましいと考えられる値（≥7.0 ng/mL）に届かない者

が 3割を超え、妊活群でさえ 27％であった。また、参加者自身の喫煙率は低い一方で、

パートナーの 3割が喫煙しており、妊活群でも 35％であった。妊娠前からの葉酸摂取の

重要性について一層の周知啓発が求められることに加え、女性だけでなくパートナーも

含め、すべての人を対象としたプレコンセプションケアの推進とモニタリングが必要で

ある。（R4研究分担者 前田） 

まとめ：妊娠前から出産後の女性に対する栄養・健康に関する知識の普及と行動変容のため

のプラットホーム(ウェブサイト）骨格は今年度で完成し、行動科学、心理学に基づいた行

動変容プログラムを提供する第一歩を提供した。今後、さらなるこの領域の発展のために課

題を整理した。 
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研究協力者 新杉 知沙 医薬基盤・健康・

栄養研究所 栄養疫学・食育研究部 研究

員 

研究協力者 鈴木 瞳：国立成育医療研究

センター周産期・母性診療センター母性内

科 研究員、聖路加国際大学大学院 看護

学研究科 国際看護学博士課程学生 

研究協力者 二野瓶 美佳：聖路加国際大

学大学院 看護学研究科 国際看護学修士

課程学生 

研究協力者 庄木 里奈 聖路加国際大学

院 国際看護学 博士課程 

研究協力者 本田 由佳：慶應義塾大学大学

院 政策・メディア研究科 特任准教授 

研究協力者 横山真紀 愛媛大学医学部・

助教 

研究協力者 三戸 麻子 国立成育医療研

究センター周産期・母性診療センター母性

内科 診療部長 

研究協力者 金子佳代子 国立成育医療研

究センター周産期・母性診療センター母性

内科 医長 

研究協力者 岡﨑 有香 国立成育医療研

究センター周産期・母性診療センター母性

内科 臨床研究員 

研究協力者 田中 和美 神奈川県立保健

福祉大学 保健福祉学部 栄養学科 教授 

研究協力者 堀江 早喜 国立成育医療研

究センター母性内科 臨床研究員 

研究協力者 宇賀神 千春 慶應義塾大学

大学院 健康マネジメント研究科 修士課

程学生 

研究協力者 袴田 知世 慶應義塾大学大

学院 健康マネジメント研究科 修士課程

学生 

研究協力者 阿部恵美子 愛媛県立中央病

院周産母子センター長 

研究協力者 バービスト サラ ノースカ

ロライナ大学 教授 

研究協力者 甲賀 かをり 東京大学医学

部付属病院女性診療科・産科/女性外科 准

教授 

研究協力者 中澤 仁 慶応義塾大学環境

情報学部 教授  

 

Ａ. 研究目的 

胎児期から生後早期の環境が生涯を通じ

た健康に強く影響を及ぼすことから、「人

生最初の 1000日」の栄養状態の改善が重

要である（https://thousanddays.org/）。 

一方で、妊娠してから女性の栄養や生活ス

タイルに介入しても、妊娠転帰に対する効

果は限られていることから、受胎前のヘル

スケア、すなわち「プレコンセプションケ

ア」が重要となる。プレコンセプションケ

アとは、女性やカップルの健康と幸福を促

進し、妊娠や子どもの健康状態を改善する

ために、妊娠前に提供される一連の介入策

のことである。世界保健機関（World 

Health Organization; WHO）は、2012年

にプレコンセプションケアの推奨を開始

し、海外諸国でもプレコンセプションケア

の実践が急速に広まっている。2018年の

ランセット誌では、栄養についての妊娠前

からの介入の必要性を強調する一方で、ケ

ア対象者への介入の難しさが論じられた

（Lancet、391（10132）、2018）。また、米

国では、2006年より関連団体からなる

PCHHC Initiativeを中心に、企業を巻き

込みながら若い世代の健康への関心を高め

つつある（Upsala Journal of Medical 

Sciences, 2016. 
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DOI:10.1080/03009734.2016.1204395）。 

わが国では、1980 年代から四半世紀にわた

る若い女性のやせの増加と平均出生体重の

減少が問題視されている。一方で、若い女性

の肥満はやや増加傾向にある。2010年から

3 年間にわたって全国 15 か所で約 10 万人

の妊婦が登録されたエコチル調査のデータ

では（Journal of Epidemiology 2018; 28: 

99）、肥満妊婦の割合の地域差は 7.3％と大

きく、やせ妊婦より肥満妊婦の比率の多い

地域もみとめられ、やせの増加のみならず

若い女性の肥満も大きな問題といえよう。

一方で、妊娠初期の喫煙率の地域差や、葉酸

サプリの適切な使用の低さ（8.3％）など

（Congenit Anom. 2019;59:110）、日本にお

ける妊娠前のヘルスケアの問題が明るみに

なった。 

本研究では、若い女性や妊産婦の身体状況

や栄養状態、生活スタイル等の現状、および

それらの妊娠転帰への影響、妊娠前からの

栄養を含めた生活因子や身体所見、環境曝

露などと妊娠成立や妊娠転帰との関連性を

明らかにし、これらの結果をもとに栄養・健

康に関する知識の普及のみならず効果的な

行動変容を起こしうる介入法を開発し、開

発したプログラムやツールの実証を行う。

最終的に、妊娠前から出産後の女性に対す

る栄養・健康に関する知識の普及と行動変

容のための持続可能、発展可能なプラット

ホームの骨組みを開発することを目的とし

た。最終年度は、作成したプログラム、ツー

ルの実証を中心に行い、公開可能なプログ

ラムに発展させた。 

 

Ｂ．研究方法   

現状調査として若い女性や妊産婦の身体

状況や栄養状態、生活スタイル等の現状、お

よびそれらの妊娠転帰への影響、妊娠前か

らの栄養を含めた生活因子や身体所見、環

境曝露などと妊娠成立や妊娠転帰との関連

性を文献レビュー、既存のデータ解析、新た

に focus group interviewingやウェブ調査

などによって明らかにした【現状調査】。ま

た、先進例である米国とのプレコンセプシ

ョンケア日米合同カンファレンスを開催し

連携体制を確立し、情報交換を行い日本も

利点と問題点を明らかにした【海外連携】。

上記をもとに栄養・健康に関する知識の普

及のみならず効果的な行動変容を起こしう

る介入法を開発し、妊娠前、妊娠中、産後に

おける女性に対する栄養・健康に関する知

識の普及と行動変容のためのプログラムを

開発し、それらのツールの実証を行った【知

識の普及と行動変容のためのプログラム・

ツール作成およびその実証】。さらに、わが

国には未だない妊娠前コホート調査の手法

を確立し、そのベースラインデータを用い

て現状の問題点を明らかにした【妊娠前コ

ホート調査手法の確立】。 

  

【現状調査】 

 

（１） 妊娠前の母親の体格及び体重増加、

妊娠前～妊娠中の栄養摂取状況等と児

の出生児体格との関連についての観察

研究ならびに介入研究に関する分析

(R2 研究分担者 瀧本) 

母子・新生児の予後（胎児発育）からみた

妊娠中の推奨体重増加量を設定するため、

元年度子ども・子育て支援推進調査研究事

業「妊産婦のための食生活指針の改定案作

成および啓発に関する調査研究」で実施し
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た東アジア人母子及び新生児の予後からみ

た妊娠前の体格別の妊娠中の推奨体重増加

量に関する文献レビューに、2020 年 11 月

30日までに公表された論文を追加して実施

した。さらに、環境省エコチル調査（子ども

の健康と環境に関する全国調査）成果発表

一 覧 ホ ー ム ペ ー ジ

（ https://www.env.go.jp/chemi/ceh/resu

lts/publications.html）上に公表された論

文について、「妊娠前から妊娠中の栄養摂取

状況と出生児の健康状態」に関する研究の

レビューを実施した（最終検索日：2020年

12月 21日）。 

 

（２） 乳幼児身体発育調査データおよび

国民健康・栄養調査の再解析(R3研究分

担者 瀧本) 

平成 22 年乳幼児身体発育調査結果およ

び平成 13～令和元年国民健康・栄養調査結

果の二次利用を厚生労働省に申請し、再解

析を行った。乳幼児身体発育調査結果の

6,584 名の乳幼児の身体発育状況について

WHO発育曲線を用いて判定を行った。年齢に

応じた体重の Zスコア（Weight-for-age z-

score ：WAZ)、年齢に応じた身長の Zスコ

ア(length/height-for-age z-score ：HAZ)、

身長に応じた体重の Z スコア （weight-

for-height z-score：WHZ) を算出し、それ

ぞれの Z スコアが⁻2 を下回った場合を低

体重、低身長、消耗症と判定した。また、47

都道府県別にみた WAZ、HAZ、 WHZ の平均値

を算出し、多変量重回帰分析を用いて HAZ

に影響する諸因子について検討を行った。 

国民健康・栄養調査結果は、妊娠週数が調

査データに含まれるようになった平成 15～

令和元年のデータから、食物摂取状況調査

に協力した 642 名のデータを抽出した。拡

大調査であった平成 24，28年の調査結果は

通常年との比較のために重みづけしたエネ

ルギー及び栄養素摂取量の平均値を算出し

た。さらに、各調査年の変化を観察するため

に 3年ごとの移動平均を算出した。（倫理面

への配慮）乳幼児身体発育調査と国民健康・

栄養調査はいずれも匿名化されたデータの

提供申請を厚生労働省に提出し、使用許可

を得られたため倫理審査は不要である。 

 

（３） わが国における妊娠前体格別女性

の栄養・食生活に関する情報収集・利

用の実態調査に基づく研究（R2研究分

担者 杉山） 

わが国における非妊娠時の body mass 

index（BMI）別の栄養・食生活に関する情報

収集・利用の実態の相違を明らかにする目

的で、既存の「妊娠・出産に当たっての適切

な栄養・食生活に関する調査」（日本総合研

究所）データを利用して、非妊娠時の BMI値

に沿った妊娠可能年齢女性や妊産婦に向け

た栄養・食生活に関する正しい情報提供の

あり方を検討し、地域差についても検討し

た。全国の妊娠経験のない女性 2000人、妊

婦 1500 人、産後 1 年未満の産婦 1500 人、

計 5000 人の女性へのインターネットによ

るアンケート調査データを利用した。 

 

（４） 出生ホート研究をいた妊娠前から

産後の栄養―児の成長発達関するエビ

デンス作成に関する研究 (R3、R4 研

究分担者 小川) 

成育医療研究センターにおける単施設出

生コホート研究である「母子コホート研究」

のデータベースを用いて、横断研究を行っ

11



た。説明因子は妊娠中の体重増加量、アウト

カムは 3 歳時点での子供の体格とし、両者

の相関について検討した。妊娠中の体重増

加量については、日本産科婦人科学会の指

針に基づき、妊娠前の BMI18.5kg/m2の妊婦

では 12－15ｋｇを、BMI18.5-25 kg/m2未満

の妊婦では 10－13ｋｇを、BMI25 kg/m2以

上の妊婦では 7-10kg を正常範囲として、そ

れ以上であれば体重増加過多、未満であれ

ば体重増加不良と定義した。日本小児内分

泌学会による小児の体格の評価に基づき、

10パーセンタイル以下をやせ、90パーセン

タイル以上を肥満と定義した。母体年齢、妊

娠歴（初産・経産）、生殖補助医療による妊

娠の有無について調整し、ロジスティック

回帰分析を用いた。 

成育医療研究センターへ受診した妊婦の

母親を対象とした横断研究を行った。妊婦

を介して妊婦の母親をリクルートし、その

妊婦を妊娠していた時の母子手帳のデータ

の提供と現時点での健康状態（肥満、高血

圧、糖尿病、脂質異常症の有無）についての

質問紙にデータを収集した。妊娠中の体重

増加量を説明因子とし、現時点での健康状

態を目的因子とした。妊娠中の体重増加量

については、日本産科婦人科学会から提言

されている妊娠前 BMI ごとの推奨値よりも

少ない場合を体重増加不良、多い場合を体

重増加過多とした。本研究では BMI25kg/m2

以上の女性は３名しかいなかったため高

BMIの女性は除外した。解析はロジスティッ

ク回帰分析を用い、妊娠前体重、身長、妊娠

歴、妊娠時年齢、現時点での妊婦の年齢（出

産から質問紙回答までの期間）を調整因子

として扱った。さらに、現時点での BMI を

調整することで妊娠中の体重増加量と現在

の健康状態との関連が、現在の肥満を介し

た関係にあるのかどうかを調査した。 

 

（５） 大学生を対象としたプレコンセプ

ション・ヘルスリテラシーと QOL の関

連因子について：横断研究 (R4 研究

分担者 大田) 

Web アンケート調査による横断研究とし

て、マーケティング会社に登録されている

モニター1000 名を使用した。適格基準は、

非医療系大学生 1〜4 年生までの男女とし、

妊娠・出産経験のある女性、子を持つ男性を

除外した。Webアンケート項目は、基本属性、

プレコンセプション・ヘルスリテラシー知

識尺度、行動尺度、健康関連行動、食行動改

善に対するセルフ・エフィカシー尺度、食行

動改善に対する意思決定バランス尺度

（DBI）、食行動改善に対するセルフ・エフィ

カシー尺度の項目、簡易的な食事摂取頻度

調査票として食事パターン質問紙の尺度、

健康関連 QOL 尺度として SF-8 を使用した。

得点化されたスコアは、2017年に実施され

た 20〜29 歳男女の国民標準値と比較した。 

 

（６） 若年女性のプレコンセプションケ

アにおける社会経済的背景の影響に関

する研究（R4研究分担者 秋山） 

18-34 歳の出産経験のない女性 1,000 名

を対象とした調査会社のパネルを用いたオ

ンライン横断調査を実施しし、対象者から

は自身や家族に医師/看護師/薬剤師/栄養

士/調理師を含むものを除外した。世帯年収

250万円未満の層を 18-24歳、25-34歳でそ

れぞれ最低 100 名以上確保ができるよう設

計し、学生 100 名を除く 900 名を解析対象

とした。プレコンセプションケアに関連す
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る知識は、Buntingらによって開発された妊

孕性知識の評価尺度である CFKS46 の日本

語版である CFKS-Jを、プレコンセプション

ケアに関わる行動に関しては、BMI、日々の

食事摂取（朝/昼/夕/不規則）、自炊の有無、

食事の際の栄養バランスの意識、喫煙、身体

的/精神的ストレスの有無、将来の生き方に

ついての検討経験、将来の子供の希望を聴

取した。また、行動の背景に存在すると考え

られる環境的制約に関しても聴取した。基

本属性として、年齢及び婚姻状況、職業、同

居家族、世帯年収、教育歴を聴取した。 

 

【知識の普及と行動変容のためのプログラ

ム・ツール作成およびその実証・海外連携】 

 

（A） プレコンセプション期のプログラム

開発 

 

（１） 女性の行動変容をおこさせるウェ

ブサイトの開発に関する研究（R2研究分担

者 大田） 

１）健康教育における行動変容の理論・

モデルを用いた介入の効果：スコーピング

レビュー 

 スコーピングレビューの手法を用い、日

本国内における 15 歳～40 歳代女性を対象

とした行動変容の理論またはモデルに基づ

いた健康行動の促進を目的とする介入研究

の主要な概念、介入要素、アウトカム指標、

介入の有効性を明らかにするために 2020

年までの 20 年間の文献検索を医学中央雑

誌ウェブ版（医中誌）を用いて行った。 

２）妊娠前女性における健康行動の変容

に関するスコーピングレビュー 

 妊娠前女性におけるプレコンセプション

ケア（ＰＣＣ）の介入研究で用いられている

ＰＣＣ介入の構成要素と、アウトカム指標、

介入による効果を明らかにするために、ス

コーピングレビューの手法を用い。2020年

までの 20 年間の文献検索を PubMed、

Cochrane Library/ CENTRAL, EMBASE, 医学

中央雑誌ウェブ版（医中誌）を用いて行っ

た。国外文献はランダム化比較試験のみを

採用し、国内文献は全ての研究デザインを

含めた。 

３）20 代 30 代の妊娠前女性の健康に関

わるライフスタイルと健康行動の実態-フ

ォーカスグループインタビューを用いて- 

 20 代 30 代の妊娠前女性の健康に関わる

ライフスタイルと健康行動の実態を明らか

にするために、20代女性 4名、30代女性 4

名に対してフォーカスグループインタビュ

ーを実施した。 

４）プレコンセプショナルケアウェブ調

査 

 18 歳から 44 歳までの一般女性を対象と

した Web 調査を実施し、プレコンセプショ

ンケアに関するヘルスリテラシーと自己効

力感との関連を検討した。 

 

（２） 妊娠前の女性を対象とした行動変

容理論に基づくプレコンセプションヘ

ルスの知識と行動に関する支援ツール

の開発（R3 研究分担者 大田 秋山） 

本介入ツールでは，特に本邦の妊娠前の

女性の課題となっている栄養に焦点を当て，

プレコンノートの 21項目を基に，プレコン

セプションヘルスの基礎知識を取り入れ，

また妊娠前からはじめる妊産婦のための食

生活指針を基に，妊娠前から必要な栄養バ

ランスに関する質問を取り入れ，「プレコン
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セプションケアとは」，「男女の違い」，「避

妊」，「栄養」，「栄養－炭水化物」，「栄養－た

んぱく質」，「栄養－鉄」，「葉酸」，「喫煙/飲

酒」, 「適正体重」の 10 項目を選定した。

これらの項目について，IMBモデルをベース

とした情報提供，動機の認識，行動スキルを

質問と解説に取り入れた。これらの項目の

情報をより伝えやすくするため，イラスト

レーターに依頼し，ピクトグラム（グラフィ

ック・シンボル）を作成し，視覚媒体を作成

した。本介入ツールのプロトタイプを作成

し，それぞれの領域の専門家へコンサルト

を行い，質問内容・解説内容の検討を行い，

改善を重ねた。 

 

（３） 妊娠前の女性を対象とした行動変

容理論に基づくプレコンセプションヘ

ルスの知識と行動に関する支援プログ

ラムの検証に関する研究（R4研究分担

者 大田・秋山） 

研究対象者のリクルートは、聖路加国際

大学、慶應義塾大学、（株）JMDCにて行われ、

選定基準は、20～39歳の女性、かつ分娩の

既往がない者を研究対象とした。各施設の

研究責任者より研究参加の呼びかけを行い、

研究同意の確認を得て実施した。支援プロ

グラムは、プレコンセプションケアに関す

る講義ビデオ（「プレコンノート」内の項目

に沿って、①今の自分を知ろう、②生活を変

えよう、③検査やワクチンを受けよう＋か

かりつけ医を持とう＋人生をデザインして

みようの３本構成（それぞれ 10 分程度）で

作成）視聴後に、ビデオからの学びについて

のディスカッションを行い、全体で２時間

のワークショップとした。なお、対象者の都

合を考慮し、ワークショップ参加が難しい

場合には、講義ビデオの視聴のみを介入と

した。年齢、分娩歴、性別、既往歴、現病歴、

婚姻状況、世帯構成、世帯収入、身長、体重、

ライフプラン、生活習慣、かかりつけ医につ

いて、健康に関する情報源、やせ願望につい

て質問紙にてデータ収集を行い、食行動に

関しては、武部の作成した食行動に関する

セルフ・エフィカシー尺度と、食行動改善に

対する意思決定バランス（DBIスコア）尺度

4)を用いて測定した。また、実際の食行動の

傾向については、西山が開発した Dietary 

Pattern Questionnaireを用いて収集した。

主要評価項目として、須藤らの作成したプ

レコンセプションケアのためのヘルスリテ

ラシー（HL）尺度を用いて、知識（13問）、

行動とスキル（17問）について測定を行っ

た。プレコンセプションケアのための HL尺

度の知識テストは正答した場合、1問につき

1点とし、合計点を計算した。また、行動・

スキルに関しては、大いに当てはまる=4点、

どちらかと言えば当てはまる=3点、どちら

といえば当てはまらない=2点、まったく当

てはまらない=1 点で、合計点を計算した。

行動変容への意図とモチベーションに関し

ては、独自に質問を作成し質問紙にてデー

タ収集を行った。 

 

（４） 妊娠前から出産後の女性に対する

栄養・健康に関する知識の普及と行動

変容のためのプラットホーム骨格の開

発に関する研究(R2研究分担者：荒田) 

海外の妊娠前から妊娠、産後の栄養・健康

に関する知識の普及とそれに伴う効果的な

行動変容実施の現状の調査、プレコンセプ

ションケアの普及のための施策を議論する

ために、先進例である米国プレコンセプシ
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ョンケアイニシアティブとの合同シンポジ

ウムの実施、およびプレコンセプションケ

アの知識に関するコンテンツおよびリーフ

レットの開発を行った。 

まず、文献、ウェブサイトを中心に海外の

プレコンセプションケアのガイドラインや

ウェブサイト、書籍から情報収集⾏い、必要

に応じて関係者等に直接ヒアリングを行い

各国におけるプレコンセプションケアに関

するガイドラインや情報ウェブサイトの実

態、施策についてまとめた。プレコンセプシ

ョンケア施策の先進国といわれているオラ

ンダ、ベルギーに関しては英語とともにオ

ランダ語でも検索を行った。 

2020年 12月 12日にプレコンセプション

ケア日米合同カンファレンス・第 6 回プレ

コンセプションケアオープンセミナーをウ

ェブで開催した。第一部は、「米国と日本の

プレコンセプションケアについて」とし、米

国プレコンセプションケアイニシアティブ

のノースカロライナ大学 Sarah Verbiest教

授から、米国のプレコンセプションケアの

現状や課題、広めるための戦略、有益な情報

源などについて基調講演をしていただき、

日本からは衛生学・公衆衛生学、産科/女性

外科、助産師などの専門家から、そしてヘル

スリテラシーと情報社会についてなど様々

な立場やトピックから講演が行われた。第

一部の講演内容をもとに、第二部「女性と将

来の子どもの健康のためにやるべきこと」

として本研究班の主催で討論を行った。 

2006 年に米国疾病管理予防センター

（ Centers for Disease Control and 

Prevention: CDC）、2012年に世界保健機構

（World Health Organization: WHO）、2020

年の世界産婦人科連合（ International 

Federation of Gynecology and 

Obstetrics: FIGO）のプレコンセプション

ケアに関する推奨、2019 年 10 月に国立成

育医療研究センタープレコンセプションケ

アセンターと令和元年度厚生労働科学研究

費補助金（女性の健康の包括的支援政策研

究事業）「保健・医療・教育機関・産業等に

おける女性の健康支援の研究」研究班（研究

代表者：荒田尚子）の共催で開催された“若

い男女の健康・次世代の健康を考える”、を

テーマに「プレコンセプションケアを考え

る会」での「日本のプレコンセプションケ

ア」についての討討議結果などを参考に、わ

が国で必要と考えられるプレコンセプショ

ンケアの知識に関するコンテンツおよびリ

ーフレットを研究班メンバーの議論および

専門家のヒアリングを行いながら開発した。 

 

（５） 妊娠前から出産後の女性に対する

栄養・健康に関する知識の普及と行動

変容のためのプラットホーム骨格の開

発に関する研究‐2（R3 研究分担者 

荒田 三瓶 秋山） 

PubMed Advanced Search Builder にて

2012年 1月 1日～2021年 10月 31日の期間

で  （ (inter conception[Title]) OR 

(interpregnancy[Title])) and (review or 

guideline)の検索ワードで検索を行い、そ

の後はハンドリサーチにて有用な文献を収

集し、この 10年間のインターコンセプショ

ンケアに関する海外でのガイドライン、レ

ビューを参考に、本プログラムに用いるリ

ーフレットを（試験版）を作成した。さらに、

2021年度に作成した、一般の性成熟期女性

に対するプレコンセプションケアの介入の
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ためのリーフレットである「プレコンノー

ト」の内容をウェブコンテンツとして作成

した。性成熟期女性を対象とした、プレコン

セプションケアの 21 の介入内容（プレコン

アクションの 21 の項目）について世界各国

のガイドラインの項目と比較した。 

 

（６） 自治体(大和市)における妊娠前女

性に対する栄養・健康管理のための介

入手法の検証と社会実装に向けた研究 

（R4研究分担者 荒田） 

 対象は、2022 年 10 月～2023 年 1 月の期

間に神奈川県大和市の「女性のための健康

診査」を受診した女性のうち、20～39歳の

女性、かつ分娩の既往がない者を研究対象

とした。女性のための健康診査受診者に研

究参加の呼びかけを行い、参加の希望のあ

る者に研究参加について文書にて説明し、

選定基準を満たす者に研究参加の同意を得

た。研究対象者は、健康診査が終了した後に

行われる、標準ケアの栄養指導の代わりに

プレコンセプションケアのブースにてカウ

ンセリングを（15～20 分）行った。カウン

セリング時には、国立成育医療研究センタ

ーが作成したプレコンチェックシートと問

診票を用いて、母性内科医師、助産師、また

は管理栄養士が健康リスクのスクリーニン

グを行った。スクリーニング結果を基に、個

人の健康状態・生活習慣に合わせた生活改

善のポイントを、『プレコンノート』と名付

けたパンフレットを用いて解説した。最後

にプレコン宣言の頁を使用し、すぐに行動

を変えたいと思う項目を研究協力者自身が

選択した。 

 年齢、生殖歴、既往歴、薬歴、血圧、身体

計測値、家族歴、婚姻状況、月経の状態、定

期受診の有無（婦人科・一般健診・がん検

診）、ワクチン接種歴、妊娠希望、生活習慣

（やせ願望、睡眠、運動、喫煙、葉酸摂取）

等、カウンセリングに必要な情報について

介入開始前に問診票による問診を行った。

また、食事摂取表を用いて、健康診査日前日

の 1 日の食事内容を記載して貰った。主要

評価項目として、須藤らの作成したプレコ

ンセプションケアのためのヘルスリテラシ

ー（HL）尺度を用いて、知識（13問）、行動

とスキル（17問）について評価した。また、

行動・スキルに関しては、大いに当てはまる

=4 点、どちらかと言えば当てはまる=3 点、

どちらといえば当てはまらない=2点、まっ

たく当てはまらない=1点で、合計点を計算

した。介入後一か月の時点で、実際に起こっ

た行動変容について、自由記載にて質的に

データ収集を行った。 

 

（B） 妊娠期のプログラム開発 

 

（１） スマートフォンアプリを用いた妊

産婦への妊娠中の栄養・生活習慣に関

する情報提供による知識の習得と行

動変容に関する調査研究 (R3 研究分

担者 杉山・瀧本・秋山) 

日本産科婦人科学会が監修する、妊産婦

向け無料スマートフォンアプリである「妊

娠・出産アプリ Babyプラス（ハーゼスト株

式会社）」を使用中の妊産婦を対象とし、ア

プリ上で妊娠中と産後 1 カ月時に妊娠前体

重、Body mass index、自身の体型へのボデ

ィイメージ、食習慣、生活習慣等についてア

ンケート調査を行う。産後のアンケート調

査では、母子手帳に基づき妊娠転帰につい

て聞き取りを行い、妊娠中体重増加量、児の
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出生体重、分娩様式、分娩週数等のデータを

収集し、本アプリ使用中の妊産婦の背景を

把握した。 

 

（２） スマートフォンアプリを用いた妊

産婦への妊娠中の栄養・生活習慣に関

する情報提供による知識の習得と行

動変容に関する調査研究 (R4 研究分

担者 杉山・瀧本・秋山) 

日本産科婦人科学会が監修する、妊産婦

向け無料スマートフォンアプリである「妊

娠・出産アプリ Babyプラス（ハーゼスト株

式会社）」を使用中の妊産婦を対象とし、ア

プリ上で妊娠中と産後 1 カ月時にアンケー

ト調査を行った。妊娠中のアンケート調査

では、妊娠前体重、Body mass index(BMI)、

自身の体型へのボディイメージ、食習慣、生

活習慣等について聞き取りを行い、産後の

アンケート調査では、母子手帳に基づき妊

娠転帰について聞き取りを行った（妊娠中

の体重増加量、児の出生体重、分娩様式、分

娩週数等）。令和 3年度の調査結果を本アプ

リ使用中の妊産婦の基礎調査とし、令和 4

年度に妊娠中アンケートを行った後に、漫

画コラム「はなちゃんの妊娠・産後は絶好の

減量チャンス物語」自由閲覧（アプリのアン

ケート終了後、Instagramに移動可能）及び

「妊産婦のための食生活指針 食生活の 10

のポイント」を計 3回定期メール配信した。

その後、産後 1 か月時に同アプリを用いて

再度アンケート調査を行い、令和 3 年度と

同様に妊娠転帰のデータに加え、栄養に対

する知識や生活習慣、食行動について聞き

取りを行い、スマートフォンアプリを用い

た妊娠中の情報提供が妊産婦への知識の普

及や行動変容にどのような影響を及ぼした

か検討した。 

 

（C） 産後のプログラム開発 

 

（１） 妊娠・周産期に異常があった産後

女性の医療従事者からのインターコン

セプションケアの認識と健康行動の実

態に関する Web 調査を用いたパイロッ

ト研究（R3 研究分担者 三瓶 荒田） 

民間の調査会社に委託し日本全国を対象

に Web 横断調査を実施した。目標サンプル

数を 200 人に設定した。スクリーニング調

査を行い基準を満たした者のみが本調査へ

進む仕様とし、スクリーニング回答者が

16,052人、本調査回答者は 200人であった。

基準を満たした 600 件のうち糖尿病または

高血圧の妊娠時合併があった者を優先して

回答者 200 人へ含めるようにした。対象者

は、①高血圧関連疾患、➁糖尿病関連疾患、

③やせまたは肥満（BMI：18 未満または 25

以上）のいずれかであり、1か月及び 4か月

時の乳幼児健診時及びその他の機会におけ

る ICC の認識内容について、現在の健康行

動、基本属性等について回答を求めた。 

 

（２） インターコンセプションケアプロ

グラム開発のためのパイロットスタデ

ィ（R4研究分担者 三瓶・荒田）  

研究対象者は、2022年 9月～2023年 1月

の期間に、国立成育医療研究センターにて

分娩した女性である。適格基準は、妊娠前の

肥満（BMI25以上）、妊娠前のやせ（BMI18.5

未満）、妊娠高血圧症候群（妊娠高血圧症、

妊娠高血圧腎症、加重型妊娠高血圧腎症、高

血圧合併妊娠）、妊娠糖尿病群、胎盤機能不

全症候群、胎児発育不全、早産 (出産時週
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数が 37週未満)、低出生体重 (出生体重が

2500ｇ未満)のうち、いずれかの疾病または

合併症を有した者に対し、Web事前調査票を

用いて、介入前と介入 1 カ月後のデータを

取得した。妊娠中に母性内科医師及び看護

師による通常の健康・保健指導に加え、産後

（入院中）に、母性内科の医師により、「Ｉ

ＣＣプログラムパンフレット」を用いた動

機づけ面接による、健康・保健指導を受け

た。なお、面接は、事前調査票記載後、退院

前に実施した。 

 

【妊娠前コホート調査手法の確立】 

 

（１） プレコンセプション期女性の前向

きコホート研究：ベースライン調査結

果（中間報告）（R2 研究分担者 前田） 

本邦女性のプレコンセプション期の生活

習慣と Time-to-Pregnancy（避妊をやめてか

ら妊娠までの月経周期数）との関連を明ら

かにするため、妊娠前女性の前向きコホー

ト調査を開始した。地方都市コホートは 20

－39歳の既婚または結婚予定のある妊活に

関心があり不妊治療を行ったことがない妊

娠していない女性を職場の健康診断時など

にノミネートしベースラインでは身体計測

他、血圧、血液検査、アンケート調査を実施

した。追跡調査は 6 か月ごとに行った。イ

ンターネットコホートでは、インターネッ

ト調査会社の登録モニターのうち、25－39

歳の女性、結婚しており 2021 年に妊娠した

く、不妊治療の既往がなく半年後の調査に

協力できる妊娠していない女性 3500 名を

募集した。生活習慣や既往歴、食物摂取頻

度、背景因子に関してウェブ画面上でアン

ケートを実施した。 

 

（２） プレコンセプション期女性の前向

きコホート研究：中間報告（第二報）

（R3研究分担者 前田） 

R3年度までに参加した地方都市コホート

参加者 318 名とインターネットコホート参

加者 3,796 名のベースラインおよび追跡調

査結果について中間結果を報告した。 

 １）地方都市コホート：秋田市内にあ

る 5 事業所の職場の一般定期健康診断で

20-39歳、既婚（事実婚）又は結婚予定があ

る、妊活に関心がある、調査協力時点で妊娠

していない、不妊治療を行ったことがない、

を全て満たす女性を募集し、血液検体、尿検

体の提供、ベースラインおよび追跡時のア

ンケートへの協力、健診情報の研究利用に

ついて全て同意した者 318 名を登録した。

ベースライン調査では身体計測、血圧、血液

検査データ、甲状腺機能、血清葉酸濃度につ

いて測定を行い、生活習慣、既往歴、食物摂

取頻度（簡易型自記式食事歴法質問票、BDHQ）

のアンケートを実施した。追跡調査では 6

ヶ月ごと、妊活の状況、妊娠の有無、妊娠ま

でかかった期間について調査した。 

２）インターネットコホート：インター

ネット調査会社の登録モニターのうち 25-

39歳の女性、現在結婚している、今年（2021）

に妊娠したい、調査協力時点で妊娠してい

ない、不妊治療を行ったことがない、現在は

避妊しているまたは妊活を始めて 6 か月以

内、半年後の調査に協力できる、を全て満た

す 3796名を 2021年 2月 26日～3月 1日ま

でに募集した。生活習慣、既往歴、食物摂取

頻度に関してウェブ画面上でアンケートを

実施した。6か月後追跡調査では妊活の状況、

妊娠の有無、妊娠までかかった期間につい
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て質問紙調査を行った。 

 

（３） プレコンセプション期女性の前向

きコホート研究：地方都市コホートの

ベースライン調査結果（R4研究分担者 

前田） 

R5年度に報告した地方都市コホートのベ

ースライン調査結果を解析した。ベースラ

イン調査では身体計測、血圧、血液などの一

般的な健診検査データについて秋田県総合

保健事業団から提供を受け、同時に甲状腺

機能（TSH, FreeT4）、血清葉酸濃度につい

て測定を行い、生活習慣（労働環境、飲酒、

喫煙、サプリメント摂取状況等）、既往歴、

食物摂取頻度（簡易型自記式食事歴法質問

票：brief-type self-administered diet 

history questionnaire, BDHQ）のアンケー

トを実施した。追跡調査では 6ヶ月ごとに、

妊活の状況、妊娠の有無、妊娠までかかった

期間について調査を行った。今年度は、プレ

コンセプション期の一般女性のライフスタ

イルについて知るため、ベースラインでの

妊娠希望の程度別にライフスタイルについ

て記述的に検討した。妊娠希望は「1～2年

以内に妊娠したいと考えている」かつ「現在

避妊していない」を「妊活群」、「1～2年以

内に妊娠したいと考えている」が「避妊して

いる」を「妊娠計画群」、「1～2年以内に妊

娠したいと考えていない」を「未計画群」と

3群に分類した。 

 

（倫理面への配慮） 人を対象とする臨床

研究、疫学研究の場合には、その施設での倫

理審査承認を受けて行った。プライバシー

の配慮を十分に行って実施した。 

 

Ｃ．研究結果 

 

【現状調査】 

 

（１） 妊娠前の母親の体格及び体重増加、

妊娠前～妊娠中の栄養摂取状況等と児の出

生児体格との関連についての観察研究なら

びに介入研究に関する分析(R2 研究分担者 

瀧本) 

2020 年 7 月 1 日から 2021 年 11 月 30 日ま

でに公表された論文 9 件を精査したところ、

中国チベットの単体妊婦を対象とした研究

1件が抽出された。有害転帰リスクは GWG増

加に伴って U字カーブを示し、WHOの BMI区

分に基づく妊娠中の GWG は、やせ 17.2kg

（13.3－20.9kg）、ふつう 9.3kg（5.8－

12.9kg）、過体重 5.2kg（1. 3－9.1kg）であ

り、やせのチベット人女性は、米国医学研究

所（IOM）指針で推奨されている以上の妊娠

中の体重増加が必要な可能性が示唆された。 

2020 年 12 月までに公表されたエコチル調

査関連報告 130報のうち、「妊娠前および妊

娠中の栄養摂取状況、早産、出生体重、出生

時体格、発育」に関する論文に限定したとこ

ろ 11件が該当した。出生児体格については、

体重はエネルギー摂取量と、身長は炭水化

物及び食物繊維の摂取量と正の関連を示し、

頭囲はビタミン A, Eの摂取量と関連するこ

と、胸囲はビタミン D, Cの摂取量と関連す

ることが報告されていた。 

 

（２） わが国における妊娠前体格別女性

の栄養・食生活に関する情報収集・利用の

実態調査に基づく研究（R2研究分担者 杉

山） 

対象者の年齢の中央値は 29 歳（四分位範
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囲：24-34 歳、範囲：15 歳-39 歳）、BMI の

中央値は 19.9 kg/m2（四分位範囲：18.5-

21.8 kg/m2）であった。妊娠経験のない女

性では 14.7％、妊産婦では 10.6％が自身の

「栄養・食生活」に興味をもって情報収集す

ると回答し、妊娠経験のない女性で有意に

多かった。妊産婦では、「お子さまの発育・

健康・病気」、「お子さまの教育・しつけ」、

「料理・レシピ」、「マネー（家計・節約など）」

といった子どもや家庭に関する情報が興味

のあるトピックスの上位を占め、妊産婦の

うち 20 代の初産婦が興味をもって情報収

集しているトピックスは 1 位「マネー」、2

位「料理・レシピ」、3位「お子さまの発育・

健康・病気」であったが、30歳～34歳の初

産婦では、「マネー」、「料理・レシピ」に次

いで「ご自身の栄養・食生活」が興味をもっ

て情報収集しているトピックスの第 3 位で

あった。また自身の栄養・食生活に関するト

ピックスの情報収集ツールは、スマートフ

ォンが 74.8%と断トツに割合が高く、家族・

友人・知人との口頭での会話が 50.5%、テレ

ビが 45.1％であり、スマートフォンで収集

する際に最も利用する情報源は①レシピサ

イト、➁情報ポータルサイトの順であった。 

体格別に検討すると、自身の栄養・食生活に

興味をもって情報収集している女性の割合

は、ふつう体格の女性よりもやせや肥満女

性でむしろ高く、やせ、肥満の女性において

栄養や食生活への興味が決して低くはなか

った（やせ 13.7%、ふつう 11.6%、肥満 13.7%）。

一方、具体的に女性に対して推奨される食

行動の各項目についての行動変容ステージ

をみると、肥満女性では関心や実践度が低

く、意識改善から取り組む必要性が伺えた。

やせ女性では、女性に対して推奨される食

行動についての関心、意欲は相対的に低く

なかった。 

 

（３） 乳幼児身体発育調査データおよび

国民健康・栄養調査の再解析(R3 研究分担

者 瀧本) 

１）平成 22年乳幼児身体発育調査結果 

WHO発育曲線に基づいた、6,584名の乳幼児

の発育状況の判定結果では、低体重(WAZ<-

2)の割合は 3.4%、低身長(HAZ<-2)は 7.1%、

消耗症(WHZ<-2)は 2.3%であった。WAZ が 2

を超える過体重の割合は 1.5%であった。多

変量重回帰分析結果から、在胎週数別体重

（偏回帰係数＝0.60, 95% C.I.: 0.54-

0.66）、母の妊娠中体重増量（偏回帰係数＝

0.022, 95% C.I.: 0.015-0.028）、母の非就

労（偏回帰係数＝0.068, 95% C.I.: 0.046-

0.090）は HAZの平均値への正の影響が認め

られ、出生順位（偏回帰係数＝0.60, 95% 

C.I.: 0.54-0.66）は負の影響が認められた

が、母の妊娠前 BMI や母親やパートナーの

喫煙の有無との関連は認められなかった。 

２）国民健康・栄養調査結果 

平成 15～令和元年の国民健康・栄養調査に

参加し、食物摂取状況調査に協力した 642

名について（調査時の妊娠週数は 4～41 週

に分布）、平成 18（2006）年をピークに、エ

ネルギー・たんぱく質・脂質の摂取量は平成

22（2010）年まで減少したのち、徐々に増加

していた。一方、カルシウム・鉄・葉酸の摂

取量は 2006年から 2010年にかけて減少後、

ほぼ変化は見られず一定であった。いずれ

も 2011 年以降は「日本人の食事摂取基準

（2020年版）」における妊婦の推定平均必要

量（カルシウム：550mg/日、鉄：7.5（初期），

13.5（中・後期）mg/日、葉酸：400μg/日）
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を下回っていた。 

 

（４） 出生ホート研究をいた妊娠前から

産後の栄養―児の成長発達関するエビデン

ス作成に関する研究 (R3、R4 研究分担者 

小川) 

コホート研究への参加に同意し、3歳時点で

子供の身体測定を行った妊婦 1017 名のう

ち、935名について解析を行った。妊娠中の

体重増加が不良であっても、3歳時点での子

供の痩せのリスクは有意な上昇を示さず

(aOR: 1.16, 95％CI: 0.65-2.05)、妊娠中

に体重増加過多であった場合でも子供の肥

満リスクは有意に上昇していなかった（OR: 

1.31, 95% CI: 0.69-2.46）。 

318名の女性を対象とし、妊娠中の体重増加

が多くなると、糖尿病や高血圧のリスクが

有意に上昇し、肥満のリスクも妊娠中の体

重増加量が多くなるごとに高くなった(p 

for trend: 0.017)。妊娠中の体重増加が多

いと将来肥満になりやすいことが、妊娠中

の体重増加と将来の糖尿病・高血圧との関

連を媒介していることが考えられるため、

これを検証するためにさらに現在の BMI を

調整した解析を行ったところ、高血圧では

その有意差は消失したものの糖尿病と妊娠

中の体重増加量との関連は有意なままであ

った。 

 

（５） 大学生を対象としたプレコンセプ

ション・ヘルスリテラシーと QOL の関連因

子について：横断研究 (R4研究分担者 大

田) 

2022 年 10 月に大学生男女 300 名に対して

ウェブアンケートを実施した（平均年齢は

男性 20.2±1.3 歳、女性 20.3±1.3 歳、平

均 BMIは、男性 21.2±5.2、女性 19.9±2.8）。

やせ（BMI18.5未満）と判定された者の割合

は、男性 18.0％、女性 32.0％であった。朝

食欠食率は全体で 28.7%であった。プレコン

セプション・ヘルスリテラシー知識・行動尺

度の得点の高低に関しては、知識尺度では

男性より女性で有意に「高」の割合が高かっ

たが行動尺度に差はなかった。健康関連 QOL

では、「全体的健康感」は国民標準値より男

女とも低く、「精神的健康度」は女性におい

て国民標準地より低値を示した。プレコン

セプション・ヘルスリテラシー行動尺度の

平均値はサプリメントの使用者（p=0.017）、

運動習慣がある者（p<0.001）に有意に高い

結果であった。知識尺度のうち、「神経管閉

鎖障害の予防に有効な葉酸摂取量」に関す

る正答率（13.3%）が最も低かった。プレコ

ンセプション・ヘルスリテラシー行動尺度

のカテゴリー別の平均値は「予防接種」、「安

全な生活環境」、「適正体重」、「ストレスコ

ーピング」、「適切な食事」、「受診行動」の順

に低い結果であった。プレコンセプション・

ヘルスリテラシーの行動尺度が高いと食行

動改善に対するセルフ・エフィカシーが高

く、食行動改善に対する意思決定バランス

が負担より恩恵にかたむいていることが示

された。魚料理や植物性たんぱく質を含む

品目（魚料理 13.3%、大豆製品 28%）と果物

（81.1%）の低摂取群の割合が高い結果であ

った。 

 

（６） 若年女性のプレコンセプションケ

アにおける社会経済的背景の影響に関する

研究（R4研究分担者 秋山） 

将来的に子どもを希望すると回答した層の

等価世帯年収は、3019 千円（±1932 千円）
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で、希望しない(2405千円±1948 千円)、わ

からない（2565±1966千円）に比して有意

に高かった(p<.0.001)。同様に教育歴も子

どもを希望する層に大卒の割合が多い傾向

が見られた(p=0.075)。さらに、子どもを欲

しいと回答した群では BMI が痩せまたは肥

満に該当する割合は 28.2％と、ほしくない

(36.1%)、わからない(26.7%)より有意に低

かった(p=0.015)。 

SES（等価世帯年収、学歴）とプレコンセプ

ションケアの知識（適正体重、健康的な生活

習慣、喫煙、年齢に関する知識）、プレコン

セプションケアの行動（日々の食事、栄養バ

ランスの意識、ストレス、喫煙、将来の生き

方の検討）の関連は、年齢と婚姻状況で調整

した後も、すべてのプレコンセプションケ

ア行動がいずれかの SES と有意な関連を示

しており、SES が低い層は SES の最高層に

比べてプレコンセプションケアを行ってい

ないことが明らかになった。日々の食事（朝

食、昼食、夕食、不規則）、栄養バランスの

意識、将来の生き方の検討経験に関しては、

年収・学歴が低い層ほど行動を取れていな

かった。身体的・精神的ストレスの頻度に関

しては、世帯年収でのみ有意な関連が見ら

れた。自炊をするか否か及び喫煙に関して

は教育歴のみに有意な関連があった。 

また、栄養バランスを意識することや、スト

レスをためない、といった項目に関して、

SESが低くなるほど、知識はあっても行動す

る者の割合が低いことが有意に示された。 

 

【知識の普及と行動変容のためのプログラ

ム・ツール作成およびその実証・海外連携】 

 

（A） プレコンセプション期のプログラム

開発 

 

（１）  女性の行動変容をおこさせるウ

ェブサイトの開発に関する研究（R2研究分

担者 大田） 

①健康教育における行動変容の理論・モデ

ルを用いた介入の効果：スコーピングレビ

ュー 

検索結果 357 件から、14 件が採択された。

採択された文献から計 7 種類の行動変容理

論・モデルが同定され（❶トランスセオリテ

ィカル・モデル、❷健康信念モデル、❸プリ

シード・プロシードモデル、❹社会的認知理

論、❺計画行動理論、❻情報−動機付け−行動

スキルモデル、❼問題解決療法）、これらを

使用した介入/プログラムの効果の範囲と

して、❶生活習慣の改善、❷疾患や予防行動

の知識の向上、❸予防行動への意識・モチベ

ーションの向上、❹自己効力感の向上、❺身

体的・生化学的な改善の 5 領域に分類され

た。 

➁妊娠前女性における健康行動の変容に関

するスコーピングレビュー 

 国外文献の検索結果 920件、国内文献 442

件のうち、採択基準に従ってスクリーニン

グを行い、国外文献 40 件、国内文献 21 件

が採択された。40 件中 30 件が無作為化比

較試験であった。プレコンセプションケア

（PCC）の健康教育の介入方法は、「健康教育

プログラム・セッション」が 12件、ウェブ

ベースモジュール・DVD・小冊子などの「PCC

健康教育ツール」を使用したものが 10 件、

「PCC カウンセリング」が 7 件、「PCC の動

機づけインタビュー」が 2件、「PCC外来の

受診」が 1件、「グループワーク」が 1件で

あった。また、複数の報告が出版されている
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RCT は、USAの「My Family Plan」、「READY-

Girls」、「Strong Healthy Women」、「Gabby」、

オランダの「LIFE Style」、フィンランドの

「RADIEL」であった。PCCの健康教育の介入

/プログラムの効果の範囲としては、11領域

に分類された（❶栄養・食事に関して、❷妊

孕性・健康情報の知識 (STD を含む)、❸避

妊方法、❹身体活動、❺身体計測・生化学検

査など、❻アルコール・タバコ暴露妊娠予

防、❼葉酸の補給、❽精神・心理的変化、➒

妊娠・出産、出生児のアウトカム、❿PCHリ

スク、⓫その他のアウトカム であった。国

内における PCC に関する介入研究は 3 件で

あった。 

③ 20代 30代の妊娠前女性の健康に関わる

ライフスタイルと健康行動の実態-フォー

カスグループインタビューを用いて- 

 20代女性の健康に関わるライフスタイル

の実態として、【月経に随伴する体調の変

化】、【仕事や学業が優先される食生活】、【同

居人に影響されやすい食生活】、【仕事や学

業による睡眠への悪影響】の 4 つのカテゴ

リーが抽出され、健康行動の実態として、

【月経の随伴症状をコントロールする】、

【健康管理にアプリを活用する】、【睡眠に

適した環境を自分なりに整える】、【身近な

人からの情報を取り入れる】、【インターネ

ットや SNS の情報を活用する】の 5 つのカ

テゴリーが抽出された。30代の健康に関わ

るライフスタイルの実態として、【20代に比

べ身体の変化を感じる】、【三食十分に摂れ

ない食生活】、【妊娠やその後の女性として

の健康を考える】の 3 つのカテゴリーが抽

出され、健康行動の実態として、【日常生活

で健康のためにできることを実践する】、

【信頼できる情報を取り入れる】、【アプリ

を使用する機会がない】の 3 つのカテゴリ

ーが抽出された。 

④ プレコンセプションケアウェブ調査 

対象者（n = 300）は 18-44歳の女性で、平

均年齢は 32.3 歳（標準偏差±7.2）であっ

た。自己効力感に関する尺度（GSES）得点が

「非常に低い」人では、プレコンセプション

ケア・ヘルスリテラシーの行動・態度得点が

低かった。一方で、知識に関しては、GSES得

点が「非常に低い」人で得点が高く、「知識

得点が高いほど自己効力感も高い」、という

関連は認められなかった。 

 

（２） 妊娠前の女性を対象とした行動変

容理論に基づくプレコンセプションヘルス

の知識と行動に関する支援ツールの開発

（R3研究分担者 大田 秋山） 

この介入ツールは，「全国プレコンてすと」

と称した妊娠前の男女が対象の健康自己管

理支援ツールであり，知識チェック 12 問，

行動チェック 10 問の計 22 問で構成した。

知識チェックは，クイズ形式の問題を提供

し，クイズに回答し，解説を読むことで，プ

レコンセプションヘルスに関連した情報・

動機・行動スキルを学ぶことができる。ま

た，行動チェックは自己の生活習慣が望ま

しいものであるかを 5 段階で回答し，自身

で確認できるツールとした。 

知識チェックの設問は，上記 10項目につい

て 12問のクイズ問題を作成した。質問・解

説では，それぞれエビデンスに基づいた情

報，動機となる利益，生活に取り入れられる

行動スキルを取り入れ，これらを学ことが

可能である。 

行動チェックの設問は，知識チェックと同

様の 10項目について，「全くできていない」，
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「あまりできていない」，「どちらでもない」，

「まあできている」，「よくできている」の 5

段階で回答する。この設問は，知識チェック

のクイズに対応しており，知識クイズと解

説により情報を得たうえで，自己の行動に

ついてチェックを行うものである。イラス

トは、プロのイラストレーターと協議を重

ね、若者に受け入れてもらいやすいイラス

トと、表紙は多様性やプレコンセプション

のコンテンツを表現するものにした。開発

段階では，本研究の分担研究者によるアド

バイスを得て改善を重ねた。 

 

（３） 妊娠前の女性を対象とした行動変

容理論に基づくプレコンセプションヘルス

の知識と行動に関する支援プログラムの検

証に関する研究（R4研究分担者 大田・秋

山） 

160名の対象者は未婚の 20代〜30代女性

が全体の約 88%を占め、BMI でやせ（18.5未

満）の者の割合 20.6%、やせ願望のある者は

78.1%であった。朝食の欠食率が最も高く

51.9%であった。かかりつけの産婦人科医を

もつ者の割合は 35%、健康診断を毎年受診す

る者の割合は 59.4%であった。介入群では、

介入後の生活習慣を 31.3%が「変えたものが

ある」と回答し、対照群の 19.8%に対して有

意に頻度が高かった（p<0.001）。変えた生活

習慣の内訳は、多い順に「食事内容が変わっ

た」、「月経周期や症状を気にするようにな

った」「運動習慣が変わった」であった。 

食行動改善に対するセルフ・エフィカシー、

食生活改善の意思決定バランス、プレコン

テストの得点は、介入群において介入前と

直後で有意差が認められ改善を示した。プ

レコンセプション・ヘルスリテラシースキ

ル・態度は、介入前と介入 1 か月後で有意

差が認められた。プレコンセプション・ヘル

スリテラシー知識 13項目中、神経管閉鎖障

害のリスク低減に有効な葉酸摂取量に関す

る正答率が改善し（34.7%から 79.6%）、スキ

ル・態度は介入前後で 17 項目中 14 項目に

有意差が認められた。 

 

（４） 妊娠前から出産後の女性に対する

栄養・健康に関する知識の普及と行動変容

のためのプラットホーム骨格の開発に関す

る研究(R2研究分担者：荒田) 

 米国、オーストラリア、スウェーデン、オ

ランダ、カナダなどのプレコンセプション

ケアの現状をまとめた。多くの国が、政府主

導または学会主導でプレコンセプションケ

アに関するガイドラインを作成していた。

また、一般者用および指導者用のウェブ上

の教育ツールが作成され、そのツールを用

いた介入研究が行われている国もあった。

情報ウェブサイトの作成過程教育介入ツー

ル作成過程を明らかにされた論文もあり参

考になった。 

米国プレコンセプションケアイニシアティ

ブとの合同シンポジウムには約 100 名が

Webで参加した。講演内容は以下ウェブサイ

ト に あ る ：

https://www.ncchd.go.jp/hospital/about

/section/preconception/pcc_report_2020

1212.html。「女性と将来の子どもの健康の

ためにやるべきこと」の議論では、 「プレ

コンセプションケア」という言葉の認知を

上げるより、妊娠前の健康状態が妊娠中・産

後の母児の健康に大きな影響を与えること

を理解させること、実際にハイリスクであ

る地域にいって調査・研究を行ってその地
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域やグループの人々の考え方の違いや問題

点を浮き彫りにすることが大切であること、

キャンペーンを成功させるためには「指示・

命令」ではなく、ポジティブな言葉で SNS等

を利用し視覚に訴えるなどの工夫が必要で

あるなど、多くのリアルワールドでの重要

な点が明らかになった。さらに、①正しい情

報に基づいたファミリープランニング、ラ

イフデザインをサポートする。➁プレコン

セプションケア世代のヘルスケアを充実さ

せる。③健康で満たされたつながりの文化

を生み出す、の３つのストラテジーを参加

者で共有した。 

１８歳以上、４０歳位までの一般女性を対

象としたプレコンセプションケアの知識に

関するコンテンツおよびリーフレットを開

発した。行動変容を起こすために５つのプ

レコンセプションケアのアクション

（  Action１．いまの自分を知ろう、

Action2.生活を整えよう、Action 3. 検査

やワクチンを受けよう、Action 4.かかりつ

け医を持とう、Action 5. 人生をデザイン

してみよう ）に分類し、それぞれのセクシ

ョンで、プレコンセプションケアに必要な

１９の知識についてわかりやすく解説をし

た。 

 

（５） 妊娠前から出産後の女性に対する

栄養・健康に関する知識の普及と行動変容

のためのプラットホーム骨格の開発に関す

る研究‐2（R3研究分担者 荒田 三瓶 秋

山） 

インターコンセプションケアおよび産後

の栄養・健康に関する知識の普及のための

プログラム開発のため、PubMed Advanced 

Search Builder にて 44文献が該当し、ハ

ンドリサーチにて有用な文献を追加し、最

終的に７論文を参考に本プログラムの１）

インターコンセプションケアの定義、２）ケ

アの内容、３）ターゲットとする集団および

到達方法、４）課題について、本分担研究者

と研究協力者にて検討し、リーフレット（試

験版）を完成させた。 

2021年度に作成した、一般の性成熟期女性

に対するプレコンセプションケアの介入の

ためのリーフレットである「プレコンノー

ト」の内容をウェブコンテンツとして作成

し、「プレコン宣言」として 21 のプレコン

アクションをチェックし、宣言できるよう

に し た （ URL: 

https://www.ncchd.go.jp/hospital/about

/section/preconception/preconnote/inde

x.html#explainprecon ）。また、性成熟期

女性を対象とした、プレコンセプションケ

アの 21の介入内容は、海外の介入項目をほ

ぼ網羅していたが、基礎体温、月経、生物学

的な男女の違いの 3 項目については、海外

のプレコンセプションケアの項目にはない

が、わが国での性と生殖に関する知識不足

がプレコンセプションケアを実施するため

に大きな課題であることから、これらの知

識を補う目的で「プレコンノート」へ追加し

た。 

 

（６） 自治体(大和市)における妊娠前女

性に対する栄養・健康管理のための介入手

法の検証と社会実装に向けた研究 （R4研

究分担者 荒田） 

研究参加の同意が得られた参加者は 22

名であり、1か月後のフォローアップアンケ

ートまで完了した者は 19名であった。平均

年齢は、32.5±3.0歳、BMIはやせ（18.5未
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満）が 1 名（5.3%）、普通（18.5 以上 25.0

未満）が 15 名（78.9%）、肥満（25以上）が

3名（15.8%）であった。また、将来の妊娠

希望は、ありと回答した者が 12名（63.1%）、

どちらともいえないと回答した者が 4 名

（21.0%）、なしと回答した者が 3名（1.6%）

であった。プレコンセプション・ヘルスリテ

ラシー知識尺度の合計得点の平均は、介入

前が 11.3±1.3、介入直後が 12.0±1.2、介

入 1 か月後が 12.5±0.6 であり、介入前と

介入直後（p>0.01）、介入前と介入 1か月後

（p>0.01）で有意に上昇した。また、行動・

スキルの尺度の合計得点の平均は、介入前

が 44.0±6.0、介入直後が 46.9±6.5、介入

1 か月後が 48.1±6.0 であり、介入前と介

入直後（p>0.01）、介入前と介入 1 か月後

（p>0.01）で有意に上昇した。知識尺度の正

解率は、全体的に介入前から介入直後、さら

に 1か月後と上昇する傾向があった。特に、

葉酸の有効な最小摂取量に関して、介入前

で 26.1%、介入直後で 86.4%、介入 1か月後

で 89.5%と知識の改善がみられた。行動・ス

キル尺度のうち、ワクチン接種歴、食事摂取

関連には介入前後で大きな変化はみられな

かったが、BMI の数値の把握に関しては、介

入前後で行動・スキル尺度は改善した。介入

1か月後に、「カウンセリング後に実際に変

えてみた生活習慣はありましたか」という

問いに対し 75%があったと回答し、その内容

は食事や栄養に関する回答が 10 名、婦人科

受診に関するものが 3 名、運動に関するも

のが 3名であった。 

 

（B） 妊娠期のプログラム開発 

 

（１） スマートフォンアプリを用いた妊

産婦への妊娠中の栄養・生活習慣に関する

情報提供による知識の習得と行動変容に関

する調査研究 (R3研究分担者 杉山・瀧本・

秋山) 

2021 年 10 月下旬よりスマートフォンア

プリで妊産婦に対しアンケート調査を開始

し、2022年 3月末までに産前アンケートに

3,630名の回答があった。産後アンケートは

342名の回答であり、産後アンケート回答率

は約 35％であった。妊娠前 BMI は 18.5 

kg/m2未満のやせが 18%、18.5-22.9 kg/m2

が 61％、23-24.9 kg/m2が 11%、25 kg/m2

以上が 9.9％と日本人若年女性を反映した

集団と思われた。食生活や栄養に関する知

識を問う質問においては、食事バランスガ

イドの認知度は 60%と予想よりも高い印象

であったが、実際に日常生活で活用してい

るのはそのうち 24%に過ぎなかった。「妊産

婦のための食生活指針」の食生活の 10のポ

イントの認知度は 17％と食事バランスガイ

ドと比べて低かった。BMIの計算式や BMIに

よる肥満・やせの定義、肥満による周産期予

後への影響についての認知度は概ね 7～8

割あったが、低 GI食品に関する認知度は 6

割程度であった。 

 

（２） スマートフォンアプリを用いた妊

産婦への妊娠中の栄養・生活習慣に関する

情報提供による知識の習得と行動変容に関

する調査研究 (R4研究分担者 杉山・瀧本・

秋山) 

2021 年 10 月～2022 年 6 月に令和 3 年度

版、2022年 7月～2023年 3月に令和 4年度

版のアンケート調査を実施した。令和 3 年

度産前アンケート回答者 5,576 名、産後ア

ンケート回答者 803 名、産前産後のデータ
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が連結可能な解析対象者は 777 名であった。

令和 4年度産前アンケート回答者 5,102名、

産後アンケート回答者 280 名、産前産後デ

ータ連結可能であった解析対象者は 273 名

であった。平均年齢は令和 3 年度：

32.9±4.5歳、初産婦の割合は約 6割、妊娠

前平均 BMIは 18.5kg/m2未満 16.3%、18.5-

24.9kg/m2 74.1%、25kg/m2 以上の肥満が

9.5%であり、令和 4 年度もほぼ同様であっ

た。 

やせや肥満の定義、肥満妊婦の周産期合併

症リスク、ベジファーストに関する知識を

問う設問の正答率は産前で既に 8～9 割と

高く、産後は更に正答率の上昇がみられた

が、令和 3 年度と 4 年度では正答率に差は

認められなかった。一方、「食生活の 10 の

ポイント」の認知度が、令和 3 年度と比べ

令和 4 年度の産後アンケートで有意に高く

（26.9％ vs 42.1%、オッズ比 1.98 (95%信

頼区間：1.48-2.64)、定期メール配信が認知

度向上に寄与した可能性が示唆された。 

妊娠前の体型別のボディイメージや理想と

する妊娠中の体重増加量等についての検討

では、BMI 18.5kg/m2未満のやせ女性の 86%

が自身の体型を「ふつう」と認識しやせを自

覚しておらず、ボディイメージの歪みを認

めた。一方、BMI 25kg/m2以上の肥満女性は

96%が自身の体型を「太っている」と認識し

ていた。理想とする妊娠中の体重増加量は

非肥満女性で約半数が 10kgと回答し、概ね

7～12kgの範囲内にあった。肥満女性では約

3 割が 5kg と回答し、概ね 3～10kg の範囲

内であった。実際の妊娠中体重増加量は、や

せ女性では約 75％、ふつう体型女性では約

50％が「妊娠中の体重増加指導の目安」を下

回っていた。肥満女性では「妊娠中の体重増

加指導の目安」に合致していた。 

令和 4 年度産後アンケート回答者におけ

る漫画コラム閲覧率は 14.6%であり、妊娠前

体格別では、やせ：13.3％、ふつう：13.4％、

肥満：26.9％と肥満女性で閲覧率が高く、減

量に対する関心の高さが示唆された。一方、

「漫画コラムがどの程度妊娠中の食生活や

体重管理の参考になったか」という問いに

対しては、全体では 76％が参考になったと

回答したが、肥満女性では参考になったと

回答したのは 39％にとどまっていた。漫画

コラム閲覧者では栄養・健康に関する知識

問題の正答率がより高い傾向を認めた。 

 

（C） 産後のプログラム開発 

 

（１） 妊娠・周産期に異常があった産後

女性の医療従事者からのインターコンセプ

ションケアの認識と健康行動の実態に関す

る Web調査を用いたパイロット研究（R3研

究分担者 三瓶 荒田） 

糖尿病及び高血圧に関する妊娠・周産期異

常を経験した者において、１か月乳幼児健

診時では疾患に呼応するインターコンセプ

ションケア（ICC）のうち「食事のバランス」

「定期的な血圧測定」を認識していた者は

約 3割と少なかった。また、4か月乳幼児健

診時では「食事のバランス」を認識していた

者は約 2 割、一方で「定期的な血圧測定」

「塩分を減らす」「糖負荷試験のための受診」

は 1 割程度とこちらも認識していた者の割

合が低かった。また、いずれの健康行動も糖

尿病及び高血圧に関する経験の有無別での

明確な特徴はみられなかった。「自分の健康

に関することは話さなかった」者は、1か月

健診時には 19％であったが 4か月健診時に
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は 38％と 4か月健診時の方が倍近く多かっ

た。ICCの認識について属性による特徴はみ

られなかった。健康行動では、糖尿病及び高

血圧に関する妊娠・周産期異常を経験した

者と全体とで特徴の違いはなかった。「食事

のバランス」を内容とした ICC の認識は実

施内容として比較的行われていたが、バラ

ンスのよい食生活の一部を表す指標として

も考えられる間食の頻度では、毎日 1 回以

上摂取している者が約半数をしめた。間食

摂取頻度は、妊娠前に比べて増えた者が約 4

割と多かった。 

 

（２） インターコンセプションケアプロ

グラム開発のためのパイロットスタディ

（R4研究分担者 三瓶・荒田） 

対象者の妊娠前の肥満（BMI25以上）は、

全体で 18%であり、やせ（BMI18.5 未満）は

5％と少なかった。妊娠高血圧症候群は全体

で 43%、妊娠糖尿病群は 55％、早産（37週

未満）は 27%であった。いずれも介入群と対

照群の間に有意差はなく、両群の間で疾患

の偏りはなかった。 

1 か月健診時に医療専門家と話し合った

内容では、対照群よりも介入群の方が「母乳

に関して」、「睡眠」、「定期的な血圧測定」、

「運動または活動量を増やす事」、「次の妊

娠の時期や避妊方法」、「次の受診時期」につ

いてより多く話しあっている傾向があった。

「その他あなたの健康に関すること」につ

いては、対照群のみ 2名挙げていた。また、

1 か月健診以外に医療従事者と話し合った

内容においても、「食事のバランス」、「塩分

を減らす」、「定期的な血圧測定」、「糖負荷

試験のための受診」、「運動または活動量を

増やす事」、「次の妊娠の時期や避妊方法に

ついて」、「次の受診時期について」の項目

で、介入群の方が多く話し合った傾向にあ

った。 

健診以外で医療関係者と自分の健康に関

する話をした者は、介入群では 44%、対照群

では 28%と介入群の方がやや高かったが、有

意差はみられなかった。健診以外で医療従

事者と話し合ったかとの問いに、「はい」と

回答した者のうち、話した医療関係者の種

類をたずねた質問項目では、介入群では「か

かりつけの内科医」「助産師」「栄養士」が挙

げられ、対照群でも「かかりつけの内科医」

「かかりつけ医以外の内科医」「助産師」の

いずれかが挙げられていた。１か月健診以

外の医療従事者との話しあいや受診をしな

かった理由では、「私の健康に関して医療従

事者からは何も改善点など言われていない

し、私も受診したり話し合う必要がないと

思う」に「はい」と回答した者が、が両群と

も最も多く、介入群で 24%、対照群で 69%で

あった。いずれの回答選択肢も対照群と介

入群との間に有意な差はみられなかった。 

妊娠前と産後を比較して、自身の体調不

良時に医療機関を受診する頻度の変化をた

ずねた質問では、両群ともに「変わらない」

と回答した者が最も多かった（介入群で 69%、

対照群で 68%）。産後ケアセンターの利用で

は、「利用した」「利用する予定だ」のいずれ

かに回答した者は、対照群では半数近くい

たのに対し、介入群では 32%と少なかった。

バランス食を摂取する頻度をたずねた質問

では「毎日３食」と回答した者が対照群では

28%, 介入群では 56％と介入群の方が多か

ったが統計的有意差はみられなかった。母

乳育児中の水分摂取量についてたずねた質

問では、両群ともに毎日と回答した者が
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90％前後と高かった。 

 

【妊娠前コホート調査手法の確立】 

 

（１） プレコンセプション期女性の前向

きコホート研究：ベースライン調査結果（中

間報告）（R2研究分担者 前田） 

地方都市コホートでは、R2 年度 96 名が

参加し、インターネットコホートには 3,796

名が参加した。地方都市コホート参加者の

ベースライン調査ではやせの頻度が 17%と

高く、推定エネルギー摂取量と食事性葉酸

の推定摂取量が少ないなど、国民健康・栄養

調査と共通する結果が得られた。インター

ネットコホートの参加者は高学歴・高収入

の者が多く、喫煙率も 5.8％と低かったが、

パートナーの喫煙率は 31％であった。 

 

（２） プレコンセプション期女性の前向

きコホート研究：中間報告（第二報）（R3研

究分担者 前田） 

１）地方都市コホート 

登録時点で約 6 割が 1 年以内の積極的な

妊活を検討していたが、7割が避妊中であっ

た。BDHQから算出した推定エネルギー摂取

量は平均 1428kcal/day と推定エネルギー

必要量を大幅に下回っており食事性葉酸の

推定摂取量も平均 231μg/day と少なかっ

た。葉酸サプリメントまたはマルチビタミ

ン剤を内服していたのは 10.4%であった。6

か月後追跡調査への参加率は 80%（285/318）、

現時点までの 1 年後追跡率も 94%（90/96）

と高かった。1 年後まで追跡できている 90

名においては 19 名が登録後に妊娠してい

たが 40 名（47％）は避妊を継続していた。 

２）インターネットコホート 

3,796名が 2021年 2月 26日～3月 1日の

初回調査に参加した（平均年齢は 31.5 才、

社会経済的因子の高い集団であった）。調査

時点で避妊しているものが 62％であった。 

2021年 9月 7日～10月 1日の 6か月後追

跡調査には 2118名（56％）が参加し、避妊

を続けた 530 名を除く 1588 名について、

487名（30.7%）が調査後に妊娠（流産・出

産含む）していた。Time-to-pregnancyをア

ウトカムとして、 fecundability odds 

ratios (FORs)を算出すると、社会経済的要

因等を調整後の adjusted FOR は年齢 0.95 

(95% confidence interval [CI]: 0.91-

0.98)、妊娠歴あり 1.46 (95% CI: 1.14-

1.88)、葉酸サプリメント内服あり 1.35 

(95% CI: 1.07-1.72)、性交渉頻度（数か月

に 1 回を reference として）月数回 2.24 

(95% CI:1.59-3.15)、週数回 3.65 (95% CI: 

2.45-5.43)、排卵日を意識した夫婦関係 

1.72 (95% CI: 1.34-2.20)と有意な関連が

認められたが、月経症状、喫煙、BMI、既往

と有意な関連は認められなかった。 

 

（３） プレコンセプション期女性の前向

きコホート研究：地方都市コホートのベー

スライン調査結果（R4 研究分担者 前田） 

338 名中、ベースライン時点で 142 名

（42％）が未計画群、115名（34％）が計画

群、78名（23％）が妊活群で、妊活群は有

意に年齢が高く、収入が高かった。夜勤あり

の者の割合や妊娠歴ありの者の割合は、計

画群で高く、妊活群で低かった。その他の社

会経済的要因や労働環境は 3 群で差を認め

なかった。 

生活習慣と食生活は概ね先行研究や政府統

計に一致していた。BDHQから算出した推定
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エネルギー摂取量中央値は各群とも

1400kcal程度であり、推定エネルギー必要

量を大幅に下回っていた。ビタミン群やカ

ルシウム、マグネシウム、鉄、亜鉛、マンガ

ン等の微量栄養素はいずれも日本人の食事

摂取基準（2020年）に示される各指標の値

を下回っており、食事性葉酸の推定摂取量

（中央値、四分位範囲）は妊活群においてさ

え 221（157-284）μg/day と少なく、葉酸

サプリメントまたはマルチビタミン剤を内

服していたのは妊活群においても 16 名

（20.5％）であった。血清葉酸の値もプレコ

ンセプション期に望ましいと考えられる値

（≥7.0 ng/mL）に届かない者が 3割を超え、

妊活群でも 27％であった。 

喫煙者は、妊活群においてもパートナー

の喫煙割合は 3 割を超え、受動喫煙をして

いると答えたものも 35％を超えていた。 

 

 

Ｄ．考察 

 

【現状調査】 

 

（１） 妊娠前の母親の体格及び体重増加、

妊娠前～妊娠中の栄養摂取状況等と児の出

生児体格との関連についての観察研究なら

びに介入研究に関する分析(R2 研究分担者 

瀧本) 

追加文献レビューの結果、やせのチベッ

ト人女性は、米国医学研究所（IOM）指針で

推奨されている以上の妊娠中の体重増加が

必要な可能性が示唆され、東アジア人の体

格に適した妊娠中の推奨体重増加量（GWG）

を策定する必要性が示唆された。さらに、エ

コチル調査の結果から、日本人における妊

娠前から妊娠中の栄養摂取状況が出生児の

健康状態に影響を与える可能性が示唆され

た。 

（２） わが国における妊娠前体格別女性

の栄養・食生活に関する情報収集・利用の

実態調査に基づく研究（R2研究分担者 杉

山） 

自身の栄養・食生活に興味をもって情報

収集している女性の割合は、ふつう体格の

女性よりもやせや肥満女性でむしろ高いが、

肥満女性では関心や実践度が低く、意識改

善から取り組む必要性がある。やせ女性で

は、推奨される食行動についての関心や意

欲は相対的に低くはなく、具体的な実践方

法について情報提供を行うことで行動変容

を促す可能性が示唆された。子どもをもつ

女性では圧倒的に子どもに関するトピック

スに関心があることから、子どもに関する

情報発信と連動させて、女性自身の栄養や

食生活に関して情報提供を行っていくこと

が有効と考えられた。情報収集ツールとし

て利用頻度の高いスマートフォンやテレビ

を活用する、口コミ情報も有効と考えられ

た。 

 

（３） 乳幼児身体発育調査データおよび

国民健康・栄養調査の再解析(R3 研究分担

者 瀧本) 

乳幼児身体発育調査結果の再解析により、

日本人乳幼児では WHO 発育曲線による

length/height-for-age z-score （HAZ）が

⁻2 を下回る低身長の割合が 7.4％と高いこ

とが明らかとなった。さらに、児の在胎週数

別体重や母体の妊娠中体重増加量が正の影

響を及ぼしていたことから、妊娠中の適切

な栄養が乳幼児期の発育に重要であること
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が示された。 

 国民健康・栄養調査結果の妊婦の栄養素

等摂取量の年次推移からは、近年のエネル

ギーやたんぱく質摂取量は増加傾向がみら

れるものの、鉄・葉酸などの微量栄養素の摂

取量は低い水準にあることが明らかとなっ

た。 

 

（４） 出生ホート研究をいた妊娠前から

産後の栄養―児の成長発達関するエビデン

ス作成に関する研究 (R3、R4 研究分担者 

小川) 

妊娠中の体重増加量は、少なくとも児が 3

歳時点において、児の体格に有意に影響す

るという結果は示されなかった。3歳での小

児肥満は、妊娠中の母親の体重増加とは有

意な相関がないことから人生における早期

（胎児期）の曝露の影響は少ないことが示

唆された。 

妊娠中の体重増加量が多くなるごとに将

来の糖尿病、高血圧、肥満のリスクが上昇す

ることが明らかとなった。また、体重増加量

の上昇と糖尿病との関連については、将来

の肥満とは独立して有意な関連があること

も併せて明らかとなった。妊娠中の体重増

加量は過剰あるいは過少であると妊娠結果

が悪くなるが、本研究ではそれに加えて自

分自身の将来の健康状態と関連することも

明らかにした。こうした結果を妊婦に啓蒙

することで体重増加量の重要性を再認識し、

よりよい体重コントロールにつながること

が期待される。 

 

（５） 大学生を対象としたプレコンセプ

ション・ヘルスリテラシーと QOL の関連因

子について：横断研究 (R4研究分担者 大

田) 

プレコンセプション・ヘルスリテラシー

行動尺度が低い者は、食行動に対するセル

フ・エフィカシー、DBIが有意に低い結果で

あった。行動尺度の得点が低い層は食行動

改善に対する意欲が低く、行動変容を促す

アプローチの検討が必要である。 

知識尺度の結果から、神経管閉鎖障害のリ

スク低減に有効な葉酸摂取量と摂取方法に

関する正答率が低く、妊娠前の女性に対す

る知識の普及が必要である。食事パターン

質問調査結果から、魚、植物性たんぱく質、

ビタミン類の摂取不足が推測された。本研

究の結果から「適正体重」に関するリテラシ

ーの低さ、高い朝食欠食率、女性のやせ志

向、食行動における課題が示された。さら

に、対象者の約 1 割に精神疾患の既往があ

り、約 3 割が「睡眠の質が不十分」と回答

ており、健康関連 QOL の精神的健康度は女

性でさらに低い結果であった。プレコンセ

プションヘルスにおけるメンタルヘルスの

重要性も示唆された。 

 

（６） 若年女性のプレコンセプションケ

アにおける社会経済的背景の影響に関する

研究（R4研究分担者 秋山） 

他国の先行研究では、低 SES層の多くは、

葉酸を含む栄養摂取、喫煙、貧血やストレス

などプレコンセプションケアに課題を抱え

ているとの報告があるが、本研究において

も同様であり、世帯年収、教育歴が低いほど

プレコンセプションケアの知識が少なく、

適切な行動がとれていないという結果であ

った。 

本研究では、用いる SES の指標によって、

影響を受けやすい影響を受けやすいプレコ
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ンセプションケアの種類が異なることが示

唆された。例えば日々の食事や栄養バラン

スの意識、将来の生き方に関しての検討は、

世帯年収及び教育歴の双方に関連が見られ

た。一方で、身体的/精神的ストレスは世帯

年収のみで関連が見られ、自炊や喫煙は教

育歴とのみ関連が確認された。今後は世帯

年収や教育歴など、特定の SES が子どもの

希望やプレコンセプションケア行動に影響

を及ぼすメカニズムの解明や具体的な介入

についての研究が望まれる。本研究では特

に、栄養バランスを意識する、身体的/精神

的ストレスを溜めないという項目は SES 層

別の差が大きかった。これらのような低 SES

層と高 SES 層の間で実施割合に大きな差が

見られるような項目に関しては、単に正し

い知識を伝えるだけでは不十分と考えられ

る。プレコンセプションケアに関しても行

動変容につながるようなインセンティブの

付与や対象に合わせた効果的なメッセージ

ングを組み込んだや方策の検討が求められ

る。 

 

【知識の普及と行動変容のためのプログラ

ム・ツール作成およびその実証・海外連携】 

 

（A） プレコンセプション期のプログラム

開発 

 

（１） 女性の行動変容をおこさせるウェ

ブサイトの開発に関する研究（R2研究分担

者 大田） 

１）健康教育における行動変容の理論・

モデルを用いた介入の効果：スコーピング

レビュー 

介入直後などの短期的な生活習慣の改善、

予防行動の知識の向上、意識・モチベーショ

ンの向上、自己効力感の向上に関しては、介

入による効果が多く出されている一方で、

身体的・生化学的な改善ではその効果を報

告している文献はなかった。身体的な効果

を目標とする場合では、継続的な介入プロ

グラムの重要性が示唆された。 

２）妊娠前女性における健康行動の変容

に関するスコーピングレビュー 

 国外における研究で 11領域、国内におけ

る研究で 4 領域の介入/プログラムの効果

の範囲と調査研究の評価指標の範囲が分類

された。本邦においては、未だ PCC に関す

る研究が少なく、特に PCC における葉酸の

補給、身体活動、アルコール・タバコ暴露妊

娠、精神・心理的変化、身体測定・生化学検

査、妊娠・出生児のアウトカムに関する研究

が不足している。 

３）20 代 30 代の妊娠前女性の健康に関

わるライフスタイルと健康行動の実態-フ

ォーカスグループインタビューを用いて- 

 20代の女性は、インターネットや SNSを

活用して健康に関する情報を得ており、30

代の女性は、妊娠やその後の女性としての

健康を考えるといった特徴がみられた。妊

娠前の 20 代 30 代の女性は、学業や仕事が

優先される多忙な生活のため、食生活や睡

眠が疎かになりやすい。妊娠前女性の健康

を改善するためには、簡便で、個人のライフ

スタイルに馴染みやすい介入策を検討する

必要がある。 

４）プレコンセプショナルケアウェブ調

査 

GSES得点が「非常に低い」人では、プレコ

ンセプションケア・ヘルスリテラシーに関

する行動・態度得点が低かったことから、望
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ましい行動変容につなげるためには、対象

者の自己効力感（効力予期や結果予期）を高

め、心理的な障壁を減らすような介入も有

効であると考えられる。 

 

（２）妊娠前の女性を対象とした行動変容

理論に基づくプレコンセプションヘルスの

知識と行動に関する支援ツールの開発（R3

研究分担者 大田 秋山） 

本研究では，IMBモデルを取り入れた「全

国プレコンてすと」と称した，妊娠前からの

栄養を中心としたプレコンセプションヘル

スについての支援ツールを開発した。 

 

（３） 妊娠前の女性を対象とした行動変

容理論に基づくプレコンセプションヘルス

の知識と行動に関する支援プログラムの検

証に関する研究（R4研究分担者 大田・秋

山） 

本研究で開発した、行動変容理論に基づ

くプレコンセプションヘルスの知識と行動

に関する支援プログラムによって、プレコ

ンセプションヘルスに関する知識（I）が増

え、モチベーション（M）を高め、行動スキ

ル（B）が向上したことにより、行動変容に

繋がったと考えられた。本研究対象者の約 6

割は看護系大学生であり、プレコンセプシ

ョンケアに興味を示した者であるという制

限がある。にもかかわらず、若い女性のやせ

志向、高い欠食率、妊娠前の葉酸摂取に関す

る知識の低さが明らかとなった。今後長期

的に知識が定着するか、行動が変わるかを

縦断的に見ていく必要がある。 

 

（４） 妊娠前から出産後の女性に対する

栄養・健康に関する知識の普及と行動変容

のためのプラットホーム骨格の開発に関す

る研究(R2研究分担者：荒田) 

プレコンセプションケアの先進している

国々においても、特定の疾患や特定のリス

ク以外の一般的なプレコンセプションケア

の効果についてのエビデンスは明らかでは

ない。また、健康に興味のないグループ（妊

娠を考えていない女性）に対しては、プレコ

ンセプションケアや教育の提供の機会がさ

らに少なく先進地域においても問題であり、

情報の提供のしかたやキャンペーンの方法

についてはまだまだ検討が必要である。我

が国においても、プレコンセプションケア

のガイドライン策定、正しい知識提供ツー

ル、ケア提供者への情報提供ツール等の充

実が重要と考えられた。 

 

（５） 妊娠前から出産後の女性に対する

栄養・健康に関する知識の普及と行動変容

のためのプラットホーム骨格の開発に関す

る研究‐2（R3研究分担者 荒田 三瓶 秋

山） 

イントラコンセプションケアおよび産後

の栄養・健康に関する知識の普及のために

は、ターゲットグループへのケアの到達を

実践するために、乳幼児健康診査事業など

への政策的なアプローチが必要と考えられ

た。まずは本イントラコンセプションケア

のプログラムを実証しつつ、プレコンセプ

ションケアと並行して進めていくことが重

要である。プレコンセプションケアチェッ

クツールの開発を行ったが、個々の女性に

対して適切に情報が提供できるかどうかは

多くの現場での実証によって問題点を明ら

かにし、改善していく必要がある。 
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（６） 自治体(大和市)における妊娠前女

性に対する栄養・健康管理のための介入手

法の検証と社会実装に向けた研究 （R4研

究分担者 荒田） 

本研究の結果から、自治体で行う健康診

査の場でプレコンコンセプションケアに関

するカウンセリングとして、健康管理に関

する相談を実施することで、プレコンセプ

ションケアのためのヘルスリテラシー尺度

の知識尺度、行動・スキル尺度ともに有意に

上昇させ、実際に 1 か月後に生活習慣を変

えた者は 75%であった。特に、身近な生活習

慣である食事や運動、婦人科受診といった

行動変容には、効果が期待できることが示

唆された。一方で、葉酸摂取、避妊について、

月経周期についての知識が低く、健康相談

や健康教室などの機会に、若者に積極的に

説明していく必要性が示唆された。 

反対に、行動を変えなかった者が 25％おり、

その理由としては、「妊娠を希望していない

から」、「忙しいから」、「改善点がないから」、

「変えられない環境である」ことが挙げら

れた。現在や将来に妊娠希望を持つ層では

行動を変えるモチベーションとなる可能性

が高いが、一方で妊娠希望のない層では、行

動を変えるには別のモチベーションが必要

となる。妊娠の希望の有無に関わらず、すべ

ての若者にとって自分の健康を自分で守る

ことのモチベーションをどのように上げる

か、バリアをいかに下げるかが、行動変容の

鍵となるであろう。妊娠の希望の有無は行

動変容の重要な鍵となる一方で、カウンセ

リングがニーズに合わないことで、対象者

を傷つけてしまうことになりかねない点は

プログラムの改善が必要である。 

 

（B） 妊娠期のプログラム開発 

 

（１） スマートフォンアプリを用いた妊

産婦への妊娠中の栄養・生活習慣に関する

情報提供による知識の習得と行動変容に関

する調査研究 (R3研究分担者 杉山・瀧本・

秋山) 

産後アンケートの回答率向上は今後の課

題ではあるが、約 4,000 名の妊産婦がスマ

ートフォンアプリからアンケート調査に回

答しており、現代女性にとって最も身近で

手軽な情報収集ツールであるスマートフォ

ンは我々の情報発信の場としても十分有効

であると思われた。 

 

（２） スマートフォンアプリを用いた妊

産婦への妊娠中の栄養・生活習慣に関する

情報提供による知識の習得と行動変容に関

する調査研究 (R4研究分担者 杉山・瀧本・

秋山) 

スマートフォンは、短期間で多くの人に

情報を共有することが可能であり、今後

我々の情報発信の場として活用を進めてい

くべき媒体であることが再認識された。一

方で、今回の調査においての介入は漫画コ

ラム閲覧と定期的なメール配信という一方

通行形式であり、実効性が高いとはいえな

い結果であった。定期メール配信により「妊

産婦のための食生活指針食生活の 10 のポ

イント」の認知度向上がもたらされた可能

性はあるが、実践に至るまでの行動変容を

もたらすことは困難であった。今回の調査

対象者のような既に十分な知識を有する層

に対しては行動変容を促すために実践に向

けた更に具体的なアドバイス、介入が必要

と考えられ、双方向性のより実効性の高い
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ツールの開発が必要と思われた。また、本調

査からもやせ女性がボディイメージの歪み

を抱えていることが明らかとなり、この点

については認識の是正、子宮内低栄養環境

の弊害などについて正しい知識をもっても

らうこと、妊娠中の適切な栄養・体重管理に

ついて積極的な支援を行うことが求められ

た。肥満女性の体重管理についての関心の

高さを行動変容のステップへ進めるための、

実行性の高い介入ツールの開発が必要と思

われた。 

 

（C） 産後のプログラム開発 

 

（１） 妊娠・周産期に異常があった産後

女性の医療従事者からのインターコンセプ

ションケアの認識と健康行動の実態に関す

る Web 調査を用いたパイロット研究（R3研

究分担者 三瓶 荒田） 

計画外妊娠を防止するための ICC の認識は、

低かった。糖尿病及び高血圧に関する妊娠・

周産期異常を経験した者において、呼応す

る ICC の認識も全体的に低い傾向であった。

健康行動では、糖尿病及び高血圧に関する

妊娠・周産期異常を経験した者と全体とで

特徴の違いはなかった。「食事のバランス」

を内容とした ICC の認識は実施内容として

比較的行われていたが、バランスのよい食

生活の一部を表す指標としても考えられる

間食の頻度では、毎日 1 回以上摂取してい

る者が約半数をしめ、妊娠前に比べて増え

ている者が約 4 割と多く、望ましい食行動

が十分に行えていない可能性が示唆された。 

 

（２） インターコンセプションケアプロ

グラム開発のためのパイロットスタディ

（R4研究分担者 三瓶・荒田） 

特に妊娠中や周産期合併症のあった女性

が、産後に必要な受診をしたり、健康的な生

活習慣を確率し、維持することは、次回の妊

娠合併症予防や、将来の生活習慣病や慢性

疾患予防の観点から、非常に重要である。本

研究においては、有意差は見られなかった

ものの、1カ月健診時、ならびに 1カ月健診

以外においても、介入群の方が、より多く医

療従事者と話し合いを行っていた。その内

容も、妊娠合併症を持つ女性にとって重要

であり、健康行動に繋がる項目である、母乳

育児の利点に関するものや、定期的な血圧

測定や検査・受診時期について、食事や運動

と言った生活習慣に関するものが含まれて

いた。また、疾患を持つ女性にとって重要な

望ましい妊娠の間隔や、望まない妊娠を防

ぐために必要な、次の妊娠のタイミングや、

避妊方法についての話し合いも、介入群で

より多く挙げられていた。 

本研究での介入は、モチベーションイン

タービューイングのトレーニングを受けた

母性内科医が実施した。そのため、「自分の

かかりつけ医の内科医」と話したと回答し

た者のみ、介入群と対照群の差が見られた。

一方で、助産師と話したと回答した者は両

群とも 3 名おり、栄養士と話したと回答し

た者が 1名いた。 

内科医師による疾患のコントロールや、

将来の慢性疾患予防のための指導が重要で

ある事はもちろん、産後や、退院指導を担う

助産師からの、育児をしながら行う生活習

慣に関する指導も非常に重要である。また、

次回の妊娠時の合併症予防、ならびに将来

の慢性疾患予防のため、食習慣を改善する

のに、産後は非常に良い機会である。管理栄
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養士からの望ましい食習慣に関する指導も、

非常に重要であると言える。 

ＩＣＣを提供する医療従事者は、内科医師

のみならず、他の医療従事者と多方面から

ケア提供を行う必要性があるのではないか。

また、これらの関連する医療従事者がＩＣ

Ｃを提供していけるよう、ケア提供者に向

けた教育も必要である事が示唆された。 

「受診や話し合いをしなかったのはなぜ

ですか」との問いに対して、「健康に関する

改善点を言われておらず、私も受診や話し

合う必要がないと思う」の選択肢に「はい」

と回答した者は、対照群では 11 名（69%）

いたが、介入群では 6 名（24%）となった。

健康に関する改善点について、話し合う機

会を持てる事で、受診行動や医療従事者と

相談を行う行動へつなげていけることが示

唆された。しかし、本研究ではパイロット試

験として、あらかじめ挙げた理由について

の質問を行っており、今後は自由記載や、イ

ンタビューなどの手法も用いて、妊娠合併

症を持つ女性の受診行動へのバリアや、受

診行動を促すために必要な事項について、

深堀していく必要がある。 

バランス食を摂取する頻度について、「毎

日 3 食」と回答した者は、有意差は見られ

なかったものの、対照群では 28%であったの

に対し、介入群では 56%と介入群で多く見ら

れた。本研究では、パイロット試験として、

バランス食の頻度についての質問を行い、

有意差は見られなかったものの、食行動の

改善への効果が示唆された。今後は、食事調

査法を併用するなど、客観的データも用い

てＩＣＣの効果を評価していく。 

 

【妊娠前コホート調査手法の確立】 

 

（１） プレコンセプション期女性の前向

きコホート研究：ベースライン調査結果（中

間報告）（R2研究分担者 前田） 

地方都市とインターネット上の 2 つのコ

ホート参加者を募集し、ベースライン調査

を行った。地方都市コホートは令和 3 年度

に目標サンプル数を満たすよう募集を継続

しながら追跡調査を行い、インターネット

コホートについてはベースライン調査が既

に完了しており、令和 3 年度は半年ごと追

跡を実施していく予定である。 

 

（２） プレコンセプション期女性の前向

きコホート研究：中間報告（第二報）（R3研

究分担者 前田） 

地方都市とインターネット上の 2 つのコ

ホート参加者を募集し、ベースライン調査

および追跡調査を行った。地方都市コホー

トは妊活に関心のある者を職域で募集した

が、1年後も避妊を続けているものが半数で

あったため、令和 4 年度も募集を継続しな

がら追跡調査を行った。 

インターネットコホートについては 2021

年中の妊娠を希望する既婚女性のみが参加

していたが、3割以上は性交渉頻度が数か月

に 1 回以下で FOR も有意に低かった。日本

人妊活女性の性交渉頻度が少なく、頻度が

高いほど半年以内に自然妊娠したとする先

行研究（Konishi et al., 2020）とも一致

する結果であった。 

 

（３） プレコンセプション期女性の前向

きコホート研究：地方都市コホートのベー

スライン調査結果（R4 研究分担者 前田） 

最終年度は募集できた対象者 338 名のベ
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ースライン調査の結果について、ベースラ

イン時点での妊娠希望の程度別に分類して

記述することで、わが国のプレコンセプシ

ョン期にある女性の健康状況について評価

を行った。1－2 年以内の妊娠希望があり、

避妊もやめている「妊活群」においては、全

体的に栄養素の摂取状況はやや良好に見え

るものの、他の群と大きな差はなく、推定エ

ネルギー摂取量のほか、多くのビタミン、ミ

ネラルについて日本人の食事摂取基準の指

標を満たしていなかった。特に、葉酸につい

ては食事性葉酸が十分でないうえに、葉酸

サプリメントやマルチビタミンを内服して

いるものは全体の 1 割、妊活群でさえ 2 割

と極めて低く、実際にプレコンセプション

期に望ましいと考えられる血清葉酸値に届

いていない者も妊活群で 27％であった。「妊

産婦のための食生活指針」も 2021 年から

「妊娠前からはじめる妊娠前からはじめる 

妊産婦のための食生活指針」へと改訂され、

一層の周知とプレコンセプション期女性の

葉酸摂取状況のモニタリングが必要である。

女性参加者自身の喫煙率は低い一方で、受

動喫煙の可能性があるとした者も妊活群で

35％おり、女性だけでなくパートナーも含

め、すべての人を対象としたプレコンセプ

ションケアの推進が必要である。 

 

Ｅ．結論 

 

（１） 我が国の現状および問題点につい

て 

・妊娠前の母親の体格および体重増加、妊

娠前～妊娠中の栄養摂取状況等と児の出生

時体格との関連についての観察研究ならび

に介入研究に関する分析では、東アジア人

の体格に適した妊娠中の推奨体重増加量の

策定の必要性が示唆された。(R2 研究分担

者 瀧本) 

・日本を代表する大規模出生コホート研究

結果から、妊娠前および妊娠中の栄養摂取

状況と出生児の予後に関連がみられ、妊娠

前からバランスの良い食生活を実践し、妊

娠中の望ましい体重増加のためには、行動

変容に繋がる啓発及び栄養教育が必要であ

る可能性が示唆された。(R2 研究分担者 

瀧本) 

・乳幼児身体発育調査結果と国民健康・栄

養調査結果の解析により、妊婦の栄養状態

の改善が児の発育に重要であることが示唆

された。(R3研究分担者 瀧本) 

・国民健康・栄養調査結果から、厚生労働省

からの平成 18（2006）年の「妊産婦のため

の食生活指針」公表後も、妊娠期に重要な栄

養素であるカルシウム・鉄・葉酸の摂取量が

不足していることが明らかとなった。(R3研

究分担者 瀧本) 

・単施設の出生コホート研究では、妊娠中

の体重増加量は、3歳時点における児の体格

（肥満ややせ）に有意に影響しなかった。

(R3研究分担者 小川) 

・妊娠中の体重増加量が増加すると、女性

自身の将来の糖尿病や高血圧、肥満のリス

クが増大することが単施設出生コホート研

究で明らかになった。(R4 研究分担者 小

川) 

・やせや肥満女性では、ふつう体格の女性

よりも自身の栄養・食生活に興味をもって

情報収集している女性の割合はむしろ高い。

（R2研究分担者 杉山） 

・肥満女性では関心や実践度が低く、意識

改善から取り組む必要性があり、やせ女性
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では、推奨される食行動についての関心や

意欲は相対的に低くはなく、具体的な実践

方法について情報提供を行うことで行動変

容を促す可能性が示唆された。（R2研究分担

者 杉山） 

・子どもをもつ女性では圧倒的に子どもに

関するトピックスに関心があることから、

子どもに関する情報発信と連動させて、女

性自身の栄養や食生活に関して情報提供を

行っていくことが有効と考えられた。（R2研

究分担者 杉山） 

・情報収集ツールとして利用頻度の高いス

マートフォンやテレビの活用や、口コミ情

報も有効と考えられた。（R2研究分担者 杉

山） 

・全国の非医療系学部の大学生のウェブ調

査では、健康関連 QOLは下位尺度のうち「全

体的健康感」、サマリースコアのうち「精神

的健康度」が国民標準値より低い結果であ

った。プレコンセプションヘルスにおける

メンタルヘルスの重要性があげられた。(R4

研究分担者 大田) 

・同大学生のウェブ調査では、BMI18.5未満

のやせ女性のうち、やせ願望のあるものを

72％にみとめ、ボディイメージの歪みや「適

正体重」に関するリテラシーの低さ、高い朝

食欠食率、食行動における課題が示された。

(R4 研究分担者 大田) 

・同大学生のウェブ調査では、「神経管閉鎖

障害の予防に有効な葉酸摂取量」を適切に

選択できたものはわずか 13.3%であった。植

物性たんぱく質やビタミン類の摂取不足、

妊娠前の葉酸摂取、食行動に関するリテラ

シーの低さが明らかになった。(R4研究分担

者 大田) 

・我が国の若年女性においても、世帯年収

や学歴といった SES が低いほど、将来子ど

もを持ちたいと考える者の割合、プレコン

セプションケアに関する正しい知識を有す

る者の割合、適切な行動を取れている者の

割合がいずれも低い。（R4研究分担者 秋山） 

・知識があっても行動がとれていない者が、

低 SES層で多い。（R4研究分担者 秋山） 

・対象者に合わせた情報提供はもちろんの

こと、単なる知識提供にとどまらず、環境的

な要因を改善していく包括的なアプローチ

が望まれる。（R4研究分担者 秋山） 

 

（２） 知識の普及と行動変容のためのプ

ログラム・ツール開発の成果と問題点につ

いて 

 

（A） プレコンセプション期のプログラム

開発 

 

・介入により、短期的な行動の認知の変化

には効果的であった一方で、長期的な効果

を目標とする場合の継続的な介入プログラ

ムの重要性が示唆され、積極的な行動変容

を促すためには、対象者の自己効力感を高

めることの有用性が示唆された。（R2研究分

担者 大田） 

・妊娠前と妊娠経験のある 20 代 30 代女性

の健康に関わるライフスタイルと健康行動

の実態を踏まえ、さらにやせや肥満という

体格特性も考慮し、有効な行動変容理論を

とりいれた、わが国に適した「栄養・健康に

関する知識の普及とそれに伴う効果的な行

動変容のためのプログラム」を作成する必

要がある。（R2研究分担者 大田） 

・行動変容モデルである IMB モデルを取り

入れた妊娠前からの栄養を中心としたプレ
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コンセプションヘルスについてのヘルスリ

テラシー向上のための支援ツールを開発し

た。（R3研究分担者 大田 秋山） 

・本研究で開発した妊娠前の女性を対象と

した行動変容理論に基づくプレコンセプシ

ョンヘルスの知識と行動に関する支援プロ

グラムを持ちいた介入前後比較の結果、介

入群において、プレコンセプションに関す

る知識、態度が向上し、生活習慣の改善に有

意差が認められ、イノベーター理論を応用

した介入プログラムの実行可能性が示唆さ

れた。その一方、若い女性のやせ志向、高い

朝食欠食率、妊娠前の葉酸摂取に関する知

識の低さが課題として明らかとなり、地域・

職域・学校保健と連携した積極的な普及啓

発の必要性が示唆された。（R4 研究分担者 

大田・秋山） 

・プレコンセプションケアの先進している

国々においても、特定の疾患や特定のリス

ク以外の一般的なプレコンセプションケア

の効果についてのエビデンスは明らかでは

ない。また、健康に興味のないグループ（妊

娠を考えていない女性）に対しては、プレコ

ンセプションケアや教育の提供の機会がさ

らに少なく先進地域においても問題であり、

情報の提供のしかたやキャンペーンの方法

についてはまだまだ検討が必要である。我

が国においても、プレコンセプションケア

のガイドライン策定、正しい知識提供ツー

ル、ケア提供者への情報提供ツール等の充

実が重要と考えられた。(R2 研究分担者：荒

田) 

・プレコンセプションケアおよびインター

コンセプションケアの対象者への介入コン

テンツを作成した。介入方法に関しては行

動理論をとりいれたさらなる検討が必要と

考えられた。（R3 研究分担者 荒田 三瓶 

秋山） 

・自治体における妊娠前女性に対する栄

養・健康管理のための介入手法の検証を行

い、プレコンセプションケアの自治体にお

ける社会実装への可能性と課題を得ること

ができた。妊娠のイメージが強いプレコン

セプションケアであるが、妊娠希望の有無

に関わらず、すべての若者がその利益を享

受できるような仕組みづくりに課題がある

ことが示唆された。また、妊娠既往の女性も

多く自治体健診を受診しており、産後のケ

ア、すなわちインターコンセプションケア

の需要も多いことが明らかになった。（R4研

究分担者 荒田） 

 

（B） 妊娠期のプログラム開発 

・スマートフォンアプリを用いて、妊産婦

に対し身体状況・栄養・食習慣・母児の妊娠

転帰に関するアンケート調査を実施し、本

アプリを用いた妊産婦への妊娠中の栄養・

生活習慣に関する情報提供による知識の習

得と行動変容に関する調査を行った。スマ

ートフォンアプリを用いた妊産婦への妊娠

中の栄養・生活習慣に関する情報提供は、一

方向性の情報提供のみでは行動変容をもた

らすことには限界があったが、情報発信の

場としてスマートフォンアプリの有用性は

十分に認識される結果であった。妊産婦の

体型によっても介入のポイントが異なるた

め、今後スマートフォンアプリを用いた、オ

ーダーメイドのより実効性の高い介入方法

の開発、検討が求められる。(R4研究分担者 

杉山・瀧本・秋山) 

 

（C） 産後のプログラム開発 
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・妊娠・周産期に異常があった産後女性の

医療従事者からのインターコンセプション

ケアの認識と健康行動の実態に関する Web

調査を用いたパイロット研究結果から、産

婦人科、小児科医、乳幼児健診を行う行政を

対象とした保健医療従事者側への全国調査、

また産後女性を対象とし代表性の高いサン

プリング方法での調査、産後の母親を健康

行動に動機づけ生活習慣病リスクや計画外

妊娠のリスクを低減する有効性が検証され

たプログラム開発が必要である。（R3研究分

担者 三瓶 荒田） 

・すべての項目において有意差はみられな

かったものの、わずかに介入群において、医

療従事者との相談の機会や、相談内容の項

目数が増加した。また、バランス食を毎日 3

食摂る事についてもわずかに効果が示唆さ

れた。本研究は、パイロット試験として、臨

床における妊娠合併症のあった女性に対す

るＩＣＣの実行可能性が示され、医療従事

者との相談の機会のバリアを下げ、相談内

容を増加させることに効果があることや、

食習慣改善への効果が期待できることが示

唆された。（R4研究分担者 三瓶・荒田） 

 

（３）妊娠前コホート調査手法の確立につ

いての問題点 

・プレコンセプション期女性の生活習慣と

Time-to-Pregnancy との関連を明らかにす

るため地方都市とインターネット上におい

て 2 つの前向きコホート研究をわが国で初

めて立ち上げた。インターネットコホート

では 2021 年中の妊娠を希望する既婚女性

のみが参加していたが、3割以上は性交渉頻

度が数か月に 1 回以下で妊孕オッズ比も有

意に低かった。（R2・R3 研究分担者 前田） 

・秋田市内事業所の職場の一般定期健康診

断で募集したプレコンセプション期女性

338名のベースライン調査の結果、食事性葉

酸摂取状況は十分でないうえに、葉酸サプ

リメントやマルチビタミンを内服している

ものは全体の 1 割、妊活群でさえ 2 割と極

めて低く、実際に血清葉酸値が適切値に届

いていない者も妊活群で 27％であった。参

加者自身の喫煙率は低い一方で、パートナ

ーの 3 割が喫煙しており、受動喫煙の可能

性があるとした者も妊活群で 35％であった。

女性だけでなくパートナーも含め、すべて

の人を対象としたプレコンセプションケア

の推進とモニタリングが必要である。（R4研

究分担者 前田） 

 

（４）生涯を通じた健康の実現に向けた「人

生最初の 1000日」のための、妊娠前から出

産後の女性に対する栄養・健康に関する知

識の普及と行動変容のための課題 

１）我が国の現状および問題点からの課

題 

・ 妊娠前からバランスの良い食生活を実

践し、妊娠中の望ましい体重増加のために

は、行動変容に繋がる啓発及び栄養教育が

必要である 

2021年にだされた、日本人の体格に適した

妊娠中の推奨体重増加量の目安を、妊娠転

帰のみならず児の将来の健康増進の目的で

も検討し、検証していく必要がある。 

・ やせや肥満といった女性の体格別、年

代別、子どもを持っているか否か、社会背

景、地域性なども考慮した妊娠前から出産

後の女性に対する栄養・健康に関する知識

の普及と行動変容のための介入方法を検討

する必要がある。 
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・ メンタルヘルスという観点からのプレ

コンセプションケアにも力を入れる必要が

ある。 

・ やせ女性に対する方策として、行動変

容に繋がる啓発及び栄養教育のみならず、

歪んだボディイメージを是正する前学童期

からのボディイメージ教育およびボディイ

メージの偏りを是正するための社会の変化

（社会的なムーブメント、法的な規制など）

を検討していく必要がある。 

２）知識の普及と行動変容のための課題 

（A） プレコンセプション期 

・ 妊娠前と妊娠経験のある 20 代 30 代女

性の健康に関わるライフスタイルと健康行

動の実態を踏まえ、さらにやせや肥満とい

う体格特性も考慮し、有効な行動変容理論

をとりいれた、わが国に適した「栄養・健康

に関する知識の普及とそれに伴う効果的な

行動変容のためのプログラム」を作成する

必要がある。 

・ 長期的かつ積極的な行動変容を促すた

めには、対象者の自己効力感を高める介入

方法を開発する必要があるだろう。 

・ 若い女性のやせ志向、高い朝食欠食率、

妊娠前の葉酸摂取に関する知識の低さが課

題として明らかとなり、地域・職域・学校保

健と連携した積極的な普及啓発が必要であ

る。 

・ 健康に興味のないグループ（特に妊娠

を考えていない女性）に対しては、プレコン

セプションケアや教育の提供の機会がさら

に少なく、情報の提供のしかたやキャンペ

ーンの方法についてはまだまだ検討が必要

である。 

・ 我が国においても、多方面のステーク

ホルダーから組織された委員会によるプレ

コンセプションケアのガイドライン策定が

必要である。同ガイドラインに基づいた、継

続的な正しい知識の普及と行動変容のため

のプログラムを提供する組織が必要である。

ケア提供者への情報提供ツール等の充実と

ケア提供者に対する教育システムの確立が

重要と考えられた。 

（B）妊娠期 

・ スマートフォンアプリなどを用いた妊

産婦への妊娠中の栄養・生活習慣に関する

情報提供のみならず、妊娠中も行動変容理

論に基づく知識と行動に関する支援プログ

ラムの開発が重要である。妊娠中は医療機

関とのコンタクトも密であることから、管

理栄養士や助産師による伴走も必要と考え

られ、個人の背景（妊娠前の体格、年齢、子

どもの有無、教育社会的背景、地域性など

を）考慮したニーズに即したより良い介入

方法の開発が必要である。 

（C）産後（インターコンセプション期） 

・ インターコンセプション（妊娠と妊娠

の間）の時期の適切なケアは、次の妊娠時の

母体の健康を改善し、それが次児の健康転

帰を改善するのみならず、女性の長期的な

健康状態を改善する。また、母親の健康改善

は児の成育環境の改善にもつながる。従っ

て、妊娠の結果に関係なく、女性がその後の

妊娠や子どもを望んでいるかいないかにか

かわらず、妊娠したことのある生殖年齢の

すべての女性はこのケアを産後から連続的

に提供される必要があり、今後母子保健で

も母親の健康のケアに力をいれていくべき

である。 

３）妊娠前コホート調査手法の確立に関す

る課題 

・ 今後、若者コホートや、エコチル調査の
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出生コホートのさらなる追跡調査など、成

育サイクルを標的とした、わが国において

も妊娠前からの若者の研究に力をいれるこ

とが重要である。 
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